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「
ヴ
ィ
ヨ
ン
遺
言
詩
」
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
に
つ
い
て
堀
　
越
　
孝
　
一
1
一75一
　
パ
リ
国
立
図
書
館
の
分
館
で
あ
る
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
図
書
館
に
、
『
貴
族
の
聖
務
日
課
書
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
写
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
詞
華
集
で
、
ア
ラ
ン
・
シ
ャ
ル
チ
エ
の
「
情
つ
れ
な
き
美
女
」
と
そ
の
周
辺
の
詩
文
と
い
う
の
が
編
者
の
編
集
意
図
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
遺
言
詩
」
の
手
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
詞
華
集
に
は
後
代
の
筆
跡
に
な
る
と
思
わ
れ
る
頁
付
け
が
施
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
従
え
ば
六
四
七
頁
か
ら
七
一
八
頁
が
『
遺
言
』
、
七
一
九
頁
か
ら
二
〇
頁
が
「
運
命
の
バ
ラ
ッ
ド
」
と
普
通
呼
ば
れ
る
バ
ラ
ッ
ド
一
篇
、
七
二
一
頁
か
ら
三
三
頁
が
『
形
見
分
け
』
で
あ
る
。
『
遺
言
』
「
運
命
の
バ
ラ
ッ
ド
」
　
　
　
　
（
1
）
に
題
字
は
な
い
（
文
献
ヨ
。
。
噛
〉
）
。
　
扉
見
開
き
左
頁
に
後
代
の
筆
跡
に
よ
る
目
録
、
文
章
題
一
覧
が
書
き
込
ま
れ
て
い
て
、
ま
ず
初
行
「
貴
族
の
聖
務
日
課
書
」
に
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
は
じ
ま
っ
て
、
ず
う
っ
と
見
て
い
く
と
、
「
愛
の
戒
律
修
道
士
と
な
っ
た
恋
人
」
に
続
い
て
、
「
バ
ラ
ッ
ド
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ロ
ン
ド
i
」
と
読
め
る
。
こ
れ
が
『
遺
言
』
で
あ
る
。
続
い
て
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
レ
」
と
読
め
る
。
こ
れ
が
『
形
見
分
け
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
「
心
と
目
の
戦
い
」
と
読
め
る
。
　
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
文
章
題
一
覧
に
は
、
あ
た
か
も
そ
れ
に
ま
と
わ
り
つ
く
か
の
よ
う
に
、
一
段
と
薄
手
の
イ
ン
ク
で
、
明
ら
か
に
違
う
筆
跡
の
書
き
込
み
が
読
め
る
こ
と
で
あ
る
。
上
記
四
題
に
つ
い
て
、
い
ま
そ
れ
を
見
れ
ば
、
「
愛
の
戒
律
修
道
士
と
な
っ
た
恋
人
」
に
つ
い
て
は
、
「
ア
ラ
ン
の
も
の
で
は
な
い
、
コ
キ
ャ
ー
ル
の
も
の
だ
ろ
う
、
あ
る
詩
集
、
愛
の
判
例
集
に
印
刷
さ
れ
た
」
と
読
め
る
。
「
愛
の
戒
律
修
道
士
と
な
っ
た
恋
人
」
は
ア
ラ
ン
・
シ
ャ
ル
チ
エ
の
作
品
で
は
な
い
。
ギ
ヨ
ー
ム
・
コ
キ
ャ
ー
ル
の
も
の
だ
ろ
う
。
「
愛
の
判
例
集
」
に
印
刷
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
「
愛
の
判
例
集
」
と
は
マ
ル
シ
ア
ル
・
ド
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
の
作
品
で
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
い
う
、
「
徹
底
し
て
訴
訟
形
式
に
よ
る
愛
の
問
答
遊
び
」
の
詩
文
集
で
あ
る
（
『
中
世
の
秋
』
上
サ
・
。
お
山
）
。
「
愛
の
戒
律
修
道
士
と
な
っ
た
恋
人
」
に
つ
い
て
も
ま
た
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
が
丁
寧
に
紹
介
し
て
い
る
。
ホ
イ
ジ
ン
ガ
は
、
こ
れ
も
以
前
は
マ
ル
シ
ア
ル
・
ド
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
が
作
者
と
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
も
は
や
信
じ
が
た
い
と
意
見
を
述
べ
て
い
る
（
同
書
下
P
ω
o
。
。
1
這
）
。
　
「
バ
ラ
ッ
ド
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ロ
ン
ド
ー
」
に
つ
い
て
は
、
コ
部
、
ア
ラ
ン
L
と
読
め
る
。
『
形
見
分
け
』
に
つ
い
て
は
、
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
作
品
を
見
よ
、
ア
ラ
ン
も
ま
た
こ
れ
を
作
っ
て
い
る
」
。
「
心
と
目
の
戦
い
」
に
つ
い
て
は
、
「
ア
ラ
ン
の
で
は
な
い
」
。
ご
覧
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
ア
ラ
ン
・
シ
ャ
ル
チ
エ
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、
書
き
込
み
を
し
た
人
の
関
心
事
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
遺
言
』
が
一
部
ア
ラ
ン
の
も
の
と
判
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
　
『
遺
言
』
は
大
部
分
が
八
行
詩
で
構
成
さ
れ
る
、
全
部
で
二
、
〇
二
一
二
行
の
詩
文
集
だ
が
、
こ
れ
に
「
バ
ラ
ッ
ド
」
他
、
そ
れ
一76一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
だ
け
で
自
立
す
る
詩
文
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。
『
遺
言
』
は
、
現
在
ま
で
に
し
っ
か
り
し
た
写
本
三
冊
と
、
一
四
八
九
年
刊
の
「
初
期
印
刷
本
」
、
通
称
「
ル
ヴ
ェ
本
」
（
文
献
ピ
）
が
知
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
四
テ
キ
ス
ト
を
勘
案
し
て
作
成
し
た
と
い
う
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
両
氏
編
の
校
訂
本
が
、
ス
イ
ス
の
ド
ゥ
ロ
社
か
ら
一
九
七
四
年
に
出
版
さ
れ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
一
番
頼
り
が
い
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
文
献
勾
＝
）
。
こ
れ
は
三
写
本
の
一
、
「
コ
ワ
ラ
ン
写
本
」
（
文
献
暴
゜
o
）
を
底
本
に
と
っ
て
い
る
が
、
他
の
二
写
本
と
「
ル
ヴ
ェ
本
」
も
見
て
、
異
同
を
確
認
し
、
と
る
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
他
か
ら
も
と
っ
て
本
文
を
整
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
見
る
と
、
「
バ
ラ
ッ
ド
」
他
、
そ
れ
だ
け
で
自
立
す
る
詩
文
は
、
「
バ
ラ
ッ
ド
」
＝
ハ
、
「
レ
」
一
、
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
一
、
「
ヴ
ェ
ル
セ
i
」
一
、
以
上
で
あ
る
。
　
「
バ
ラ
ッ
ド
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
ま
ず
「
レ
」
だ
が
、
こ
れ
は
三
写
本
、
ル
ヴ
ェ
本
、
そ
ろ
っ
て
「
レ
」
と
題
し
て
い
て
、
一
見
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
後
述
す
る
。
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
だ
が
、
こ
れ
は
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
校
訂
本
で
一
、
七
八
四
～
九
五
行
、
「
苛
酷
な
牢
獄
か
ら
生
還
し
て
」
に
始
ま
る
「
ロ
ン
ド
i
」
形
式
の
詩
文
で
あ
る
。
こ
の
前
後
、
「
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
」
（
文
献
ヨ
。
・
°
閃
）
と
ル
ヴ
ェ
本
は
、
こ
の
詩
文
を
含
め
て
、
前
者
は
六
八
行
分
、
後
者
は
二
〇
行
分
を
欠
い
て
い
て
、
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
は
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
と
コ
ワ
ラ
ン
写
本
に
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
コ
ワ
ラ
ン
写
本
は
題
字
を
欠
い
て
い
て
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
に
は
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
」
と
見
え
る
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
唯
一
写
本
に
見
え
る
題
字
を
と
ら
ず
、
こ
れ
に
先
立
つ
八
行
詩
中
に
詩
人
が
こ
れ
を
そ
う
呼
ん
で
い
る
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
を
題
字
と
し
、
そ
の
辺
り
の
事
情
を
表
示
す
る
つ
も
り
か
、
こ
れ
を
［
　
］
で
囲
っ
て
い
る
（
資
料
－
）
。
　
「
ヴ
ェ
ル
セ
ー
」
だ
が
、
こ
れ
は
『
遺
言
』
も
大
団
円
に
近
く
、
そ
の
直
前
の
八
行
詩
第
一
七
八
に
、
作
中
の
主
人
公
「
フ
ラ
一77一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本rcついて（堀越）
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
」
の
墓
碑
銘
を
刻
ん
だ
詩
人
が
、
そ
の
八
行
詩
最
後
の
行
に
、
「
遊
冶
郎
ど
も
よ
、
唱
え
よ
、
こ
の
唱
歌
を
」
と
言
挙
げ
し
て
置
い
た
「
ロ
ン
ド
ー
」
で
あ
る
。
八
行
詩
中
に
「
こ
の
ヴ
ェ
ル
セ
ー
（
唱
歌
）
」
と
言
い
回
し
て
い
る
の
を
受
け
て
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
の
筆
生
は
、
そ
の
ま
ま
「
ヴ
ェ
ル
セ
ー
」
と
、
こ
れ
を
題
字
に
用
い
て
い
る
が
、
ル
ヴ
ェ
本
は
こ
れ
に
特
別
の
題
を
与
え
て
い
な
い
。
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
は
、
こ
の
詩
文
の
形
式
が
「
ロ
ン
ド
i
」
で
あ
る
の
を
考
慮
し
て
か
、
こ
れ
を
「
ロ
ン
ド
i
」
と
名
付
け
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
本
も
こ
れ
に
同
調
す
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
字
体
は
違
う
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
は
コ
ワ
ラ
ン
写
本
の
題
字
を
と
っ
て
い
る
（
資
料
2
）
。
　
『
遺
言
』
中
、
八
行
詩
以
外
の
特
別
の
詩
型
式
を
と
る
詩
文
に
ど
ん
な
の
が
あ
る
か
、
大
雑
把
な
と
こ
ろ
、
状
況
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
扉
見
開
き
の
文
章
題
一
覧
に
は
、
じ
つ
は
複
数
形
で
「
バ
ラ
ッ
ド
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ロ
ン
ド
ー
」
と
読
め
る
。
な
る
ほ
ど
「
バ
ラ
ッ
ド
」
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
複
数
見
え
る
。
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
」
の
題
字
を
と
る
一
篇
の
詩
文
を
含
む
。
こ
れ
は
文
章
題
一
覧
の
複
数
形
を
十
分
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
」
の
題
字
が
そ
も
そ
も
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
残
る
は
コ
ワ
ラ
ン
写
本
し
か
な
い
の
だ
が
。
「
ロ
ン
ド
i
」
に
つ
い
て
も
、
た
し
か
に
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
は
、
そ
の
題
字
を
と
る
一
篇
の
詩
文
を
含
む
。
し
か
し
、
こ
れ
も
文
章
題
一
覧
の
複
数
形
を
説
明
し
き
れ
な
い
よ
う
だ
。
し
か
も
字
体
が
違
う
。
文
章
題
一
覧
の
筆
者
は
、
テ
キ
ス
ト
を
ざ
っ
と
見
て
、
題
字
を
拾
っ
て
、
こ
う
書
い
た
と
は
と
う
て
い
思
え
な
い
。
　
「
レ
」
だ
が
、
十
六
世
紀
の
ク
レ
マ
ン
・
マ
ロ
は
、
か
れ
が
一
五
三
三
年
に
刊
行
し
た
『
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
イ
ヨ
ン
全
集
』
に
お
い
て
、
こ
れ
を
「
レ
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
ロ
ン
ド
i
」
と
題
し
て
い
る
。
　
（
文
献
貫
p
零
）
。
こ
の
「
レ
」
、
じ
つ
は
こ
れ
ま
一78一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
た
、
そ
れ
に
先
立
つ
八
行
詩
で
、
詩
人
自
身
が
こ
れ
を
「
レ
」
と
名
付
け
て
い
る
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
「
こ
こ
に
歌
を
遺
す
、
た
だ
し
作
曲
は
勝
手
な
り
、
／
十
行
詩
な
ら
ぬ
、
こ
れ
は
レ
だ
」
（
＜
．
Φ
謡
－
ω
）
。
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
」
（
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
）
に
つ
い
て
も
同
様
の
事
態
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
「
お
な
じ
く
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ル
ド
ン
に
は
、
な
ん
に
も
。
／
あ
い
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
な
ん
に
も
な
い
か
ら
だ
。
／
だ
か
ら
、
見
捨
て
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
／
ま
あ
、
こ
の
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
ぐ
ら
い
か
な
」
（
＜
°
一
曽
刈
刈
①
1
⑩
）
。
マ
ロ
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
を
載
せ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
マ
ロ
の
意
見
は
き
け
な
い
が
、
前
者
「
レ
」
に
つ
い
て
マ
ロ
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
作
者
自
身
「
レ
」
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
と
題
し
た
こ
れ
ら
の
詩
文
は
、
じ
つ
は
「
ロ
ン
ド
ー
」
な
の
で
あ
る
。
　
「
レ
」
は
ふ
つ
う
十
四
世
紀
の
ギ
ヨ
ー
ム
・
マ
シ
ョ
ー
の
創
始
し
た
詩
型
を
い
う
が
、
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
詩
型
の
詩
文
を
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
は
、
意
味
を
と
れ
ば
「
羊
飼
い
の
小
唄
」
と
い
っ
た
ほ
ど
の
も
の
で
、
そ
れ
自
体
、
な
に
か
特
別
の
詩
型
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
両
者
と
も
に
、
こ
こ
で
は
、
詩
史
に
い
う
「
四
行
詩
ロ
ン
ド
i
」
で
あ
る
。
こ
の
「
四
行
詩
ロ
ン
ド
ー
」
に
は
三
種
類
あ
っ
て
、
そ
の
第
一
は
「
完
全
ル
フ
ラ
ン
を
伴
う
も
の
」
。
こ
れ
は
脚
韻
を
〉
し
d
し
d
＞
＼
接
〉
し
d
＼
菩
げ
ミ
〉
し
u
し
u
＞
と
踏
む
。
第
二
節
、
第
四
節
に
大
文
字
で
〉
じ
d
と
書
い
た
の
が
ル
フ
ラ
ン
（
繰
り
返
し
の
詩
行
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
、
し
か
し
、
一
行
が
五
音
綴
の
と
、
八
音
綴
の
が
あ
っ
て
、
こ
の
「
レ
」
も
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
も
後
者
、
八
音
綴
の
例
で
あ
る
。
　
「
完
全
ル
フ
ラ
ン
を
伴
う
、
八
音
綴
の
四
行
詩
ロ
ン
ド
ー
」
、
こ
れ
が
じ
つ
は
正
統
の
「
四
行
詩
ロ
ン
ド
i
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
深
い
。
わ
た
し
が
い
う
の
は
、
『
遺
言
』
の
「
ロ
ン
ド
i
」
は
、
あ
る
意
味
で
は
保
守
的
な
印
象
さ
え
与
え
る
の
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
な
ら
、
わ
た
し
が
こ
の
「
ロ
ン
ド
i
」
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
教
示
を
受
け
て
い
る
十
九
世
紀
の
一79一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
詩
学
者
ガ
ス
ト
ン
・
レ
イ
ノ
ー
に
よ
れ
ば
（
文
献
閃
）
、
十
五
世
紀
の
な
か
ば
を
過
ぎ
る
と
、
も
は
や
こ
の
タ
イ
プ
の
「
四
行
詩
ロ
ン
ド
i
」
は
主
流
で
は
な
い
。
第
二
の
「
不
完
全
ル
フ
ラ
ン
を
伴
う
も
の
」
で
さ
え
も
な
い
。
ち
な
み
に
こ
れ
は
、
ル
フ
ラ
ン
の
部
分
が
、
適
宜
、
省
略
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
の
ロ
ン
ド
ー
を
い
う
。
さ
ら
に
第
三
の
タ
イ
プ
の
「
ラ
ン
ト
ル
マ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
ー
」
が
流
行
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
。
「
遺
言
」
の
詩
人
は
、
こ
れ
に
背
を
向
け
て
、
「
古
風
に
」
構
え
て
い
る
。
　
「
ラ
ン
ト
ル
マ
ン
」
と
い
う
の
は
「
ラ
ン
ト
レ
」
と
い
う
動
詞
か
ら
の
造
語
で
、
こ
の
場
合
、
「
ラ
ン
ト
レ
」
は
「
（
詩
行
が
）
立
ち
返
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
慣
行
的
な
言
い
回
し
で
、
そ
れ
自
体
に
そ
れ
以
上
の
意
味
は
な
い
が
、
さ
て
、
ど
う
い
う
の
か
と
い
う
と
、
第
二
節
の
第
三
行
で
詩
行
が
「
立
ち
返
る
」
と
き
、
「
完
全
ル
フ
ラ
ン
を
伴
う
」
も
の
の
場
合
だ
と
、
第
一
節
の
第
一
、
第
二
行
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
繰
り
返
さ
れ
る
。
脚
韻
の
踏
み
方
に
つ
い
て
先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
を
、
そ
の
繰
り
返
さ
れ
た
第
＝
付
の
途
中
で
切
っ
て
も
意
味
が
成
立
す
る
よ
う
な
具
合
に
文
章
を
工
夫
す
る
の
が
「
ラ
ン
ト
ル
マ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
i
」
な
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
「
完
全
ル
フ
ラ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
ー
」
は
、
そ
の
第
二
節
第
三
行
と
第
四
節
冒
頭
の
行
に
、
以
下
繰
り
返
さ
れ
る
は
ず
の
詩
行
の
最
初
の
一
字
な
い
し
二
字
を
書
く
だ
け
に
と
ど
め
る
。
こ
れ
が
規
則
で
あ
る
。
こ
こ
に
問
題
が
生
ず
る
。
こ
の
規
則
に
従
っ
て
書
か
れ
た
「
完
全
ル
フ
ラ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
ー
」
は
、
ち
ょ
っ
と
見
に
は
「
ラ
ン
ト
ル
マ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
i
」
と
区
別
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
ち
ら
か
を
読
み
取
る
す
べ
は
、
ひ
と
え
に
第
二
節
の
読
み
に
か
か
っ
て
い
る
。
第
二
節
第
三
行
に
置
か
れ
た
数
語
が
、
第
一
、
第
二
行
と
文
章
構
造
に
お
い
て
一
体
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
問
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
れ
る
べ
き
は
そ
の
点
で
あ
る
。
　
問
題
の
「
レ
」
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
、
そ
れ
に
「
ロ
ン
ド
ー
」
を
見
て
み
よ
う
。
資
料
を
ご
覧
ね
が
い
た
い
。
ま
ず
「
レ
」
一80一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
（
資
料
3
）
だ
が
、
第
二
節
第
一
二
行
と
第
四
節
冒
頭
の
行
の
一
語
ヨ
o
＝
「
死
」
は
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
（
芭
」
ω
オ
）
、
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
（
｛
o
一
゜
9
「
）
、
ル
ヴ
ェ
本
（
頁
付
け
な
し
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
行
の
中
央
に
書
か
れ
て
い
る
。
第
四
節
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
第
三
節
第
五
行
の
中
央
に
書
か
れ
て
い
る
か
の
印
象
が
あ
る
。
ク
レ
マ
ン
・
マ
ロ
の
刊
本
を
見
る
と
、
第
一
節
か
ら
第
二
節
の
第
二
行
ま
で
、
行
間
を
あ
け
ず
に
印
刷
さ
れ
、
第
七
行
目
の
中
央
に
∋
。
二
の
一
字
が
読
め
る
。
続
い
て
第
三
節
の
四
行
が
置
か
れ
、
第
五
行
目
中
央
に
∋
。
二
の
一
字
が
読
め
る
。
（
ζ
゜
℃
°
雪
l
Q
。
）
。
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
（
文
献
需
）
は
、
マ
ロ
の
扱
い
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
が
、
た
だ
、
前
者
の
ヨ
。
二
に
？
を
付
し
、
後
者
の
に
は
1
を
付
す
と
い
う
芸
の
細
か
さ
を
披
露
し
て
い
る
。
マ
ロ
の
扱
い
に
、
解
釈
を
加
え
た
と
い
う
腹
積
も
り
な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
扱
い
に
つ
い
て
は
な
ん
の
コ
メ
ン
ト
も
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
こ
う
書
く
と
、
「
爾
来
、
わ
た
し
は
生
き
る
力
を
失
っ
た
。
い
っ
た
い
生
前
、
か
の
女
は
お
ま
え
に
な
に
か
悪
さ
を
し
た
か
？
　
死
よ
？
」
「
そ
う
だ
と
も
、
さ
な
く
ば
生
な
き
生
を
生
き
よ
う
、
絵
の
よ
う
に
、
み
せ
か
け
だ
け
の
。
死
よ
1
」
と
、
な
に
か
整
っ
て
読
め
る
。
す
ば
ら
し
い
解
釈
だ
1
　
も
し
や
こ
れ
は
「
ラ
ン
ト
ル
マ
ン
を
伴
う
四
行
詩
バ
ラ
ッ
ド
」
の
変
形
で
は
あ
る
ま
い
か
？
　
だ
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
ラ
ン
ト
ル
マ
ン
を
伴
う
四
行
詩
バ
ラ
ッ
ド
」
の
要
諦
は
、
第
二
節
第
三
行
に
置
い
た
数
語
が
、
第
一
、
第
二
行
と
文
章
構
造
に
お
い
て
一
体
と
な
っ
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。
「
死
よ
？
」
「
死
よ
1
」
と
付
け
加
え
て
済
ま
さ
れ
る
て
い
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
「
レ
」
は
「
完
全
ル
フ
ラ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
i
」
で
あ
る
。
コ
ワ
ラ
ン
写
本
、
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
、
ル
ヴ
ェ
本
の
あ
り
よ
う
は
、
こ
の
判
断
を
揺
が
す
て
い
の
も
の
で
は
な
い
。
∋
。
＝
の
一
字
を
な
ぜ
行
中
央
に
置
い
た
か
。
そ
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
筆
生
な
り
植
字
工
な
り
は
、
上
述
の
ル
フ
ラ
ン
の
詩
行
に
関
す
る
規
則
に
忠
実
に
従
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
コ
ワ
ラ
ン
写
本
で
、
第
四
行
冒
頭
の
こ
の
字
を
書
く
に
際
し
て
、
ζ
。
＝
①
一
ρ
「
死
、
な
一81一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
ど
な
ど
L
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
語
が
一
語
で
は
な
く
、
あ
と
が
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
こ
れ
が
「
完
全
ル
フ
ラ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
ー
」
で
あ
る
こ
と
を
、
写
本
の
筆
生
が
注
記
し
た
に
も
等
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
「
レ
」
が
い
か
に
古
格
の
詩
風
に
従
う
も
の
で
あ
る
か
、
わ
た
し
た
ち
と
し
て
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
興
味
深
い
の
は
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
筆
生
の
対
応
で
あ
る
。
か
れ
は
、
問
題
の
両
行
に
つ
い
て
、
じ
つ
に
ヨ
。
二
の
一
字
さ
え
も
省
略
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
7
①
Q
。
一
）
。
ま
た
、
こ
の
「
レ
」
は
、
も
う
一
つ
写
本
を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
ベ
ル
リ
ン
の
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
レ
ム
美
術
館
の
銅
版
画
室
所
蔵
の
『
ロ
ー
ア
ン
詞
華
集
』
と
呼
ば
れ
る
写
本
に
収
め
ら
れ
た
手
稿
だ
が
（
文
献
ヨ
。
・
°
勾
）
、
こ
れ
も
ま
た
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
に
同
調
し
て
、
こ
の
両
行
を
完
全
に
省
略
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
お
よ
び
ロ
ー
ア
ン
写
本
に
お
い
て
、
「
レ
」
は
四
・
二
・
四
行
の
構
成
を
と
る
詩
文
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
こ
の
景
色
を
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
見
る
べ
き
か
。
　
次
に
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
だ
が
、
「
資
料
1
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
（
o
°
刈
8
）
の
他
は
コ
ワ
ラ
ン
写
本
（
｛
。
＝
ミ
・
）
に
し
か
出
な
い
の
だ
が
、
そ
の
コ
ワ
ラ
ン
写
本
は
、
「
レ
」
の
場
合
と
同
じ
扱
い
を
見
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
節
第
三
行
と
第
三
節
第
四
行
の
下
、
と
い
う
こ
と
は
一
見
す
る
と
こ
ろ
第
五
行
の
中
央
に
〉
＝
器
δ
霞
と
書
い
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
ま
た
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
は
、
こ
の
両
行
を
省
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
〉
⊆
話
δ
ξ
の
二
語
が
、
第
二
節
第
一
、
二
行
と
有
機
的
に
関
連
し
て
い
な
い
点
、
「
レ
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
　
「
ロ
ン
ド
…
」
の
場
合
は
ど
う
か
。
「
資
料
2
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
コ
ワ
ラ
ン
写
本
（
｛
。
＝
お
T
く
）
は
、
ヵ
①
ロ
o
N
の
一
字
に
つ
い
て
、
や
は
り
同
様
の
書
き
方
を
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
（
｛
O
一
゜
Φ
一
く
ー
①
b
⊃
「
）
は
、
該
当
す
る
二
行
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
に
、
閑
①
弓
。
N
虫
∩
と
書
い
て
い
て
、
こ
れ
も
「
レ
」
に
お
け
る
コ
ワ
ラ
ン
写
本
同
様
、
い
わ
ば
「
注
記
」
入
り
で
あ
る
。
ル
ヴ
一82一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
エ
本
は
、
や
は
り
行
中
央
に
、
勾
①
o
。
°
。
と
そ
っ
け
な
く
書
い
て
い
る
。
ヵ
①
℃
。
N
（
。
。
）
の
一
字
が
前
二
行
と
文
脈
に
お
い
て
構
造
的
に
関
連
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
同
様
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
（
P
刈
一
ω
ム
）
は
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
破
綻
を
見
せ
る
。
第
二
節
第
三
行
は
何
も
書
い
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
第
三
節
「
第
五
行
」
中
央
に
、
堂
々
と
閃
8
。
ω
と
書
く
。
こ
の
景
色
を
ど
う
見
る
か
。
　
「
レ
」
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
「
ロ
ン
ド
ー
」
は
、
三
つ
と
も
こ
れ
は
「
完
全
ル
フ
ラ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
ー
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
は
ま
ず
わ
き
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
「
遺
言
詩
」
の
詩
人
の
、
古
格
を
重
ん
じ
る
詩
風
が
立
ち
上
が
る
。
こ
の
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
は
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
筆
生
の
、
こ
の
三
つ
の
ロ
ン
ド
ー
に
対
す
る
扱
い
を
ど
う
見
る
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
に
は
、
し
か
し
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
性
格
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
の
展
望
を
必
要
と
す
る
。
2
　
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
第
三
節
に
次
の
二
行
が
読
め
る
。
「
資
料
1
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
O
o
o
賓
且
9
。
ぎ
①
虫
匹
①
ユ
①
の
冨
δ
o
ロ
　
〇
三
く
＝
Φ
已
Φ
ρ
二
①
塵
ロ
δ
三
ユ
①
の
≦
Φ
こ
れ
は
コ
ワ
ラ
ン
写
本
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
に
共
通
す
る
表
記
で
あ
り
、
前
述
の
と
お
り
「
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ネ
ッ
ト
」
は
、
こ
の
両
写
本
以
外
に
出
な
い
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
修
正
し
た
。
一83一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
　
ω
の
ω
《
℃
『
一
鵠
O
①
q
I
樽
ユ
①
α
①
ω
「
O
一
q
o
O
昌
　
O
⊆
①
＜
ロ
①
二
冨
ρ
⊆
①
塵
⊆
一
〇
＝
一
匹
①
゜
。
＜
一
Φ
正
確
に
言
え
ぱ
、
こ
の
よ
う
に
「
修
正
さ
れ
た
」
表
記
を
採
用
し
た
。
「
修
正
し
た
」
の
は
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
で
あ
る
。
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
は
、
こ
の
「
修
正
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
第
＝
付
に
つ
い
て
は
、
綴
り
の
問
題
だ
け
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
8
畠
が
。
。
①
ω
一
な
の
は
ま
ず
確
か
で
あ
る
（
コ
ワ
ラ
ン
写
本
く
」
為
。
。
刈
に
。
・
．
①
＝
。
を
。
巴
①
と
書
い
て
い
る
例
が
あ
る
）
。
℃
互
昌
①
は
母
音
の
前
で
は
巳
巴
謬
．
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
第
二
行
の
ρ
巳
は
、
筆
生
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
も
う
に
筆
生
は
、
三
巴
口
と
男
性
形
に
し
て
、
こ
れ
を
次
行
の
臼
2
に
当
て
た
の
だ
ろ
う
。
ρ
巳
は
ρ
⊆
．
一
で
、
そ
の
帥
も
ま
た
象
2
で
あ
る
。
L
　
結
局
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
は
、
筆
生
の
意
図
を
こ
う
読
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
4
　
ω
①
o
◎
一
℃
一
臥
コ
①
ω
一
ユ
①
ユ
①
ω
『
a
ω
O
ロ
　
O
＝
．
一
く
＝
①
一
一
一
Φ
ρ
二
①
ユ
ニ
一
〇
ロ
一
色
①
Q
噛
く
δ
　
℃
一
2
D
一
ω
①
　
⇔
α
一
Φ
＝
　
°
そ
う
し
て
、
こ
れ
は
よ
く
な
い
。
巳
9
。
ぎ
の
正
し
い
綴
り
は
巳
自
・
ぎ
①
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
女
性
形
で
、
こ
れ
は
「
o
『
ε
零
「
運
命
」
に
か
か
る
形
容
詞
で
あ
る
。
ρ
巴
は
ρ
ロ
①
で
あ
っ
て
、
＜
ロ
①
已
①
の
主
語
は
、
や
は
り
「
運
命
」
で
あ
る
と
読
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
、
ρ
三
の
解
釈
に
つ
い
て
疑
義
を
投
げ
か
け
な
が
ら
も
、
け
っ
き
ょ
く
は
こ
の
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
の
「
修
正
」
を
受
け
入
れ
た
。
も
と
も
と
ふ
た
つ
し
か
な
く
、
そ
の
両
方
と
も
き
れ
い
に
一
致
し
て
い
る
表
記
「ヴィヨン遣言詩」アルスナール写本について（堀越）
を
と
ら
ず
、
こ
れ
を
「
修
正
す
る
」
こ
と
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
し
か
し
、
そ
の
態
度
の
是
非
は
問
わ
な
い
。
問
題
の
二
行
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
判
断
を
保
留
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。
い
ま
わ
た
し
に
関
心
が
あ
る
の
は
、
た
ま
た
ま
「
間
違
っ
て
い
る
」
と
後
代
の
読
み
手
か
ら
指
摘
さ
れ
る
て
い
の
表
記
に
お
い
て
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
と
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
が
き
れ
い
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
事
態
そ
の
も
の
で
あ
る
。
　
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
、
そ
の
『
遺
言
』
本
文
校
訂
本
序
文
「
遺
言
の
本
文
伝
承
」
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
触
れ
、
け
っ
き
ょ
く
「
原
本
の
誤
り
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
コ
ワ
ラ
ン
写
本
と
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
に
共
通
の
原
本
が
あ
っ
た
と
い
う
想
定
で
あ
る
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
な
ら
ば
両
写
本
全
体
に
つ
い
て
、
そ
の
こ
と
は
い
え
る
の
か
。
そ
れ
が
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
見
解
は
否
で
あ
る
。
「
原
本
と
そ
れ
ぞ
れ
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
点
は
一
応
留
保
す
る
と
し
て
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
と
コ
ワ
ラ
ン
写
本
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
と
信
じ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
遺
言
』
の
本
文
伝
承
に
お
い
て
、
両
者
の
表
記
の
一
致
に
最
大
の
権
威
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
閃
鉾
＝
Φ
蚤
ρ
o
」
劇
）
で
は
あ
る
が
、
問
題
の
二
行
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
「
両
者
の
表
記
の
一
致
」
は
信
用
し
が
た
い
と
い
う
。
な
に
か
堂
々
巡
り
を
し
て
い
る
み
た
い
で
は
あ
る
。
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
　
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
と
コ
ワ
ラ
ン
写
本
は
、
む
し
ろ
き
わ
ど
い
場
面
で
対
立
す
る
情
景
を
見
せ
る
。
一
、
二
、
事
例
を
あ
げ
れ
ば
、
ま
ず
「
兜
屋
小
町
長
恨
歌
」
の
書
き
出
し
の
一
節
（
＜
眞
G
。
o
る
・
。
一
資
料
4
）
。
　
［
コ
ワ
ラ
ン
写
本
］
　
「
（
あ
の
男
が
）
死
ん
で
三
十
年
、
／
わ
た
し
は
生
き
残
る
、
老
い
て
、
髪
白
く
、
／
あ
あ
、
あ
り
し
よ
き
日
々
を
想
え
ぱ
、
／
赤
裸
の
我
が
身
を
眺
め
れ
ば
、
／
わ
た
し
は
今
ど
ん
な
か
、
ど
ん
な
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
、
／
な
ん
と
変
わ
り
果
て
た
我
が
身
と
知
れ
ば
、
／
み
す
ぼ
ら
し
く
て
、
ひ
か
ら
び
て
、
や
せ
て
、
ち
ぢ
．
か
ん
で
、
／
狂
わ
ん
ば
か
り
に
、
え
え
い
、
一85一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
腹
が
立
っ
。
L
　
［
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
］
「
あ
の
男
も
死
ん
で
二
十
年
、
／
わ
た
し
は
生
き
残
る
、
老
い
て
、
髪
白
く
、
／
あ
あ
、
あ
り
し
よ
き
日
々
を
想
え
ぱ
、
／
そ
の
こ
ろ
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
そ
れ
が
い
ま
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
、
／
赤
裸
の
我
が
身
を
眺
め
れ
ば
、
／
な
ん
と
変
わ
り
果
て
た
我
が
身
と
知
れ
ば
…
…
」
　
両
写
本
は
、
＜
°
駐
。
。
と
く
°
駐
Φ
の
順
序
が
入
れ
替
っ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
（
｛
。
＝
①
＜
）
と
ル
ヴ
ェ
本
は
コ
ワ
ラ
ン
写
本
に
従
っ
て
い
る
。
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
は
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
を
と
る
が
、
こ
れ
は
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
初
版
」
（
文
献
［
）
に
従
っ
た
ま
ま
で
、
ロ
ン
ニ
ョ
ン
は
、
マ
ロ
も
ま
た
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
を
と
っ
て
い
る
旨
、
注
記
し
て
い
る
。
た
し
か
に
マ
ロ
は
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
を
と
っ
て
い
る
（
サ
ω
ω
）
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
ビ
ュ
ル
ジ
ェ
（
文
献
o
。
》
℃
」
。
。
）
の
応
援
を
頼
ん
で
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
の
テ
キ
ス
ト
を
と
り
、
＜
眞
。
。
㊤
（
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
で
は
く
眞
。
。
。
。
）
を
ー
で
囲
っ
て
、
挿
入
句
扱
い
に
し
て
み
せ
る
。
し
か
し
、
「
リ
シ
ェ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
も
ビ
ュ
ル
ジ
ェ
も
、
と
り
た
て
て
そ
の
選
択
の
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
く
眞
。
。
㊤
の
・
。
三
。
。
を
、
こ
れ
だ
け
は
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
を
と
っ
て
、
h
昌
と
直
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
も
ま
た
、
と
り
た
て
て
説
明
し
て
い
な
い
。
　
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
、
＜
」
。
。
。
。
と
く
眞
。
。
㊤
の
入
れ
替
え
を
、
こ
れ
は
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
筆
生
の
う
っ
か
り
ミ
ス
だ
と
批
評
し
た
が
、
と
ん
で
も
な
い
い
い
が
か
り
で
あ
る
。
コ
ワ
ラ
ン
写
本
の
順
序
な
ら
ば
、
＜
眞
。
。
。
。
冒
頭
の
ρ
⊆
①
は
前
行
冒
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
の
ρ
岳
三
を
受
け
て
、
同
じ
ρ
爵
巨
の
意
味
を
持
た
さ
れ
る
。
＜
．
艀
。
。
Q
。
と
く
．
ら
Q
。
Φ
が
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
、
あ
い
だ
に
＝
付
入
れ
ば
、
そ
の
構
文
は
成
立
せ
ず
、
丁
寧
に
ρ
舞
巳
と
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
筆
生
は
、
き
ち
ん
と
ρ
§
三
と
書
い
て
い
る
。
筆
生
は
音
心
識
し
て
、
こ
う
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
一86一
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（
6
）
　
次
に
、
「
グ
ロ
ス
・
マ
ル
ゴ
の
バ
ラ
ッ
ド
」
の
第
二
節
（
＜
°
ゴ
①
＝
占
①
…
資
料
5
）
。
　
［
コ
ワ
ラ
ン
写
本
］
　
「
と
ど
の
つ
ま
り
は
へ
い
わ
に
な
っ
て
、
あ
い
つ
は
一
発
、
で
っ
か
い
へ
い
を
こ
く
、
／
毒
の
あ
る
玉
押
し
黄
金
虫
よ
り
も
膨
れ
た
。
／
お
れ
の
頭
の
天
辺
を
、
笑
い
な
が
ら
一
発
ぶ
ち
か
ま
し
て
、
／
ゴ
ー
ゴ
ー
と
お
れ
に
い
う
、
お
れ
の
太
股
を
ひ
っ
ぱ
た
く
。
／
ふ
た
り
そ
ろ
っ
て
酔
い
痴
れ
て
、
泥
の
よ
う
に
眠
る
。
」
　
［
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
］
　
「
と
ど
の
つ
ま
り
は
へ
い
わ
に
な
っ
て
、
あ
い
つ
は
一
発
、
で
っ
か
い
へ
い
を
こ
く
、
／
へ
っ
び
り
む
し
の
毒
ガ
ス
そ
こ
の
け
の
燃
え
立
つ
や
つ
だ
。
／
お
れ
の
頭
の
天
辺
を
、
笑
い
な
が
ら
一
発
ぶ
ち
か
ま
し
て
、
／
イ
キ
な
、
イ
キ
な
と
お
れ
に
い
う
、
お
れ
の
太
股
を
ひ
っ
ぱ
た
く
。
／
ふ
た
り
そ
ろ
っ
て
酔
い
痴
れ
て
、
泥
の
よ
う
に
眠
る
。
」
　
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
読
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
二
行
目
の
「
燃
え
立
つ
」
窪
貯
ヨ
げ
①
と
、
第
四
行
目
の
「
イ
キ
な
、
イ
キ
な
」
σ
蔓
。
σ
q
。
に
あ
る
。
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
は
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
の
①
三
辞
を
と
り
、
し
か
も
第
一
行
く
」
曽
O
＝
の
行
末
に
読
点
を
付
し
、
①
三
幕
を
Φ
島
①
①
と
、
女
性
形
に
書
き
改
め
て
、
第
一
行
の
隠
さ
れ
た
主
語
で
あ
る
マ
ル
ゴ
に
か
け
る
読
み
を
示
し
た
。
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
初
版
」
は
、
前
行
末
に
読
点
を
付
さ
ず
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
と
っ
て
、
こ
れ
を
茸
σ
q
α
q
8
N
需
一
「
大
放
屍
」
に
か
け
る
読
み
を
示
し
て
い
る
。
o
ω
畠
き
9
あ
る
い
は
。
ゴ
9
■
げ
9
は
、
日
本
で
言
う
「
玉
押
し
黄
金
虫
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
く
Φ
一
冒
①
ロ
×
「
毒
気
を
も
ち
」
、
そ
れ
よ
り
も
①
ロ
宗
あ
る
い
は
①
ヨ
貯
ヨ
げ
ひ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
の
読
み
方
で
は
、
「
毒
気
の
あ
る
玉
押
し
黄
金
虫
そ
こ
の
け
に
ふ
と
っ
ち
ょ
の
（
マ
ル
ゴ
）
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
に
な
ろ
う
。
む
し
ろ
汚
物
を
腹
一
杯
つ
め
こ
ん
だ
玉
押
し
黄
金
虫
そ
こ
の
け
に
膨
れ
た
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
　
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
、
。
ω
8
告
9
が
、
そ
れ
と
同
種
の
げ
話
。
耳
口
Φ
葺
蝉
已
①
弩
を
指
す
ば
あ
い
も
あ
っ
た
と
す
る
説
一87一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
日
本
で
い
う
「
お
お
ほ
そ
く
び
ご
み
む
し
」
な
い
し
は
「
こ
ほ
そ
く
び
ご
み
む
し
」
、
俗
に
い
う
「
へ
っ
び
り
む
し
」
で
あ
る
。
腐
食
性
の
ガ
ス
を
音
を
立
て
て
発
し
、
と
き
に
煙
を
伴
う
と
い
う
。
そ
の
臭
気
は
窒
素
ガ
ス
に
通
じ
、
こ
れ
ぞ
く
①
＝
日
窪
×
の
形
容
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
①
ω
＄
「
げ
9
の
正
体
を
そ
れ
と
見
極
め
、
か
た
わ
ら
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
の
「
修
正
」
を
「
論
外
」
と
退
け
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
そ
の
ま
ま
に
①
亀
①
と
読
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
「
へ
っ
び
り
む
し
」
と
。
昌
コ
①
は
ど
う
に
も
な
じ
ま
な
い
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
読
み
は
定
ま
ら
な
い
。
　
①
三
幕
の
表
記
を
と
る
の
に
は
か
な
り
問
題
が
あ
る
と
わ
た
し
は
思
う
。
「
遺
言
詩
」
に
①
邑
①
の
字
を
探
せ
ば
、
「
そ
の
か
み
の
女
た
ち
の
バ
ラ
ッ
ド
」
に
先
立
つ
、
臨
終
の
苦
悶
を
描
写
す
る
八
行
詩
に
冨
∋
。
「
齢
｛
9
。
一
二
①
。
9
①
三
自
臼
…
と
出
る
。
「
死
は
首
を
膨
ら
ま
せ
…
三
」
で
あ
ろ
う
。
＜
」
る
b
。
刈
に
①
昌
3
雪
σ
q
①
皿
鵠
⇒
ρ
ロ
①
ω
偉
・
げ
。
ξ
器
①
三
辞
と
読
め
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
一
行
か
ら
読
む
と
、
「
こ
れ
に
く
わ
え
て
、
ロ
金
貨
を
一
枚
、
／
両
替
し
て
だ
、
財
布
が
膨
ら
ん
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
」
以
上
に
く
わ
え
て
問
題
の
①
三
自
①
で
あ
る
。
「
遺
言
詩
」
の
文
脈
に
お
い
て
、
窪
臼
①
は
「
膨
れ
た
」
で
あ
り
、
同
時
代
の
テ
キ
ス
ト
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
用
例
を
求
め
て
も
、
こ
れ
以
外
の
字
義
は
見
つ
か
ら
な
い
。
　
問
題
の
①
ロ
ヨ
。
を
と
っ
て
い
る
の
は
コ
ワ
ラ
ン
写
本
と
、
も
う
ひ
と
つ
、
こ
れ
は
「
ジ
ャ
ル
ダ
ン
本
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
十
六
世
紀
初
頭
刊
行
の
詞
華
集
所
収
の
テ
キ
ス
ト
（
文
献
』
）
だ
け
で
あ
る
。
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
を
は
じ
め
、
他
は
そ
ろ
っ
て
o
口
貯
ヨ
び
①
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ユ
ゲ
（
文
献
＝
）
に
よ
っ
て
、
⑦
島
2
・
ヨ
巳
ひ
と
同
義
と
さ
れ
て
い
て
、
語
源
か
ら
見
て
も
「
燃
え
立
つ
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
「
へ
っ
び
り
虫
の
毒
ガ
ス
そ
こ
の
け
の
燃
え
立
つ
大
放
屍
」
と
、
こ
れ
は
素
直
に
読
め
る
。
わ
た
し
は
こ
れ
を
と
る
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
「
へ
っ
び
り
む
し
」
に
迫
り
な
が
ら
、
な
ぜ
①
邑
ひ
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
の
「
修
正
」
を
「
論
外
」
と
退
け
な
が
ら
も
、
な
お
「
で
っ
ぷ
り
一88一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
マ
ル
ゴ
L
の
伝
説
の
イ
メ
ー
ジ
に
縛
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
　
次
に
、
ジ
ャ
ン
・
コ
タ
ー
ル
追
悼
の
バ
ラ
ッ
ド
「
バ
ラ
ッ
ド
と
諌
詞
」
（
ク
レ
マ
ン
・
マ
ロ
に
よ
る
題
字
）
か
ら
。
こ
れ
は
こ
こ
に
原
文
を
掲
げ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
［
コ
ワ
ラ
ン
写
本
ヨ
ω
゜
〇
一
h
O
ド
一
ω
①
〈
一
く
．
ど
b
o
艀
F
I
＆
］
↓
○
ロ
ω
需
O
《
ω
く
8
ω
O
蔓
ρ
二
①
＜
O
仁
ω
＜
ロ
Φ
邑
8
N
℃
。
。
O
げ
Φ
「
＼
ピ
・
。
ヨ
①
α
⊆
げ
o
昌
h
Φ
ロ
ヨ
巴
゜
。
＃
①
一
Φ
ゴ
o
昌
o
o
↓
妙
二
　
［
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
ヨ
ω
゜
〉
一
〇
°
①
り
O
］
　
↓
o
⊆
ω
言
o
畜
く
。
ロ
ω
o
蔓
ρ
ロ
Φ
＜
〇
二
。
。
＜
信
Φ
白
一
自
只
『
。
ミ
訂
∋
Φ
α
⊆
げ
8
h
2
ヨ
巴
ω
言
①
一
①
げ
m
昌
o
o
欝
艮
　
冨
筈
興
か
鷲
ゴ
臼
か
、
文
字
ど
お
り
一
字
の
問
題
で
あ
る
。
葛
臼
Φ
『
は
慣
用
書
き
で
、
℃
器
。
。
9
醇
と
読
む
。
近
代
の
表
記
で
は
冒
ゆ
。
冨
「
で
あ
る
。
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
o
島
臼
は
需
需
ゴ
巽
と
読
む
。
こ
れ
は
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
（
｛
。
；
①
「
）
、
ル
ヴ
ェ
本
に
も
同
じ
字
形
で
出
る
。
場
。
7
2
は
「
遺
言
詩
」
に
も
う
一
か
所
、
「
パ
リ
女
の
バ
ラ
ッ
ド
」
に
先
立
つ
八
行
詩
に
ユ
。
自
。
宮
①
の
。
冨
「
ぎ
「
。
。
一
2
＜
雪
σ
q
一
一
一
。
と
出
る
。
こ
れ
は
コ
ワ
ラ
ン
写
本
の
表
記
で
、
ご
ら
ん
の
よ
う
に
冨
。
冨
鴨
と
省
略
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
に
も
出
て
、
ち
ょ
っ
と
読
み
に
く
い
が
、
こ
れ
も
冒
①
。
。
。
7
興
と
読
め
る
。
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
に
は
、
こ
れ
も
ロ
ω
。
ゴ
費
と
、
省
略
形
で
出
る
（
｛
o
一
．
紹
「
）
。
ル
ヴ
ェ
本
は
端
正
に
嘆
①
ω
。
7
嘆
と
書
い
て
い
る
。
　
℃
器
。
。
。
冨
「
一
、
2
＜
碧
σ
q
≡
①
コ
福
音
書
を
説
教
す
る
」
と
出
る
以
上
、
そ
の
意
味
で
の
旨
曾
ゴ
臼
と
い
う
言
葉
が
、
「
遺
言
詩
」
の
語
彙
の
う
ち
に
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ふ
つ
う
、
こ
れ
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
十
六
世
紀
以
降
と
さ
れ
る
の
だ
が
。
し
か
し
、
問
題
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
味
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
こ
で
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
、
ア
ラ
ン
・
シ
ャ
ル
チ
エ
の
文
例
な
ど
を
勘
案
し
て
、
こ
れ
に
自
。
目
。
菌
醇
の
意
味
を
求
め
た
。
テ
キ
ス
ト
に
「
ほ
ん
の
ち
ょ
一89一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
っ
と
追
加
し
て
」
、
冨
曾
7
巽
一
、
鋤
日
①
含
げ
8
｛
2
ヨ
9
。
↓
言
①
』
筈
雪
O
。
諮
「
｛
を
、
・
。
弓
8
8
『
一
、
母
ユ
く
雰
α
①
一
、
鋤
ヨ
①
…
と
読
も
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
善
良
な
故
ジ
ャ
ン
・
コ
タ
ー
ル
の
魂
の
到
着
を
告
げ
知
ら
し
め
よ
」
と
い
う
わ
け
だ
。
ラ
ン
リ
（
文
献
訂
）
は
ま
じ
め
に
、
こ
の
「
リ
シ
ェ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
読
み
に
従
う
。
従
う
の
は
よ
い
の
だ
が
、
自
－
弓
8
8
二
．
鋤
8
①
…
と
、
そ
の
現
代
語
対
訳
に
綴
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
な
ん
の
こ
と
だ
が
、
分
か
ら
な
い
と
思
う
の
だ
が
。
　
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
は
、
「
お
そ
ら
く
コ
ワ
ラ
ン
写
本
の
読
み
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」
と
、
な
ん
の
根
拠
も
示
さ
ず
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
を
と
っ
て
い
る
。
ビ
ュ
ル
ジ
ェ
も
ま
た
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
の
字
を
よ
し
と
し
、
こ
れ
に
「
同
様
に
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
修
正
を
く
わ
え
て
」
、
こ
の
字
を
℃
①
。
。
。
冨
「
と
読
も
う
と
提
案
し
て
い
る
（
b
d
”
o
』
F
）
。
需
ω
。
7
巽
、
近
代
語
で
冨
。
ゴ
臼
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
冨
。
丁
2
冨
鋤
目
①
ω
「
魂
を
漁
る
（
す
な
ど
る
）
」
と
い
う
用
例
で
使
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
だ
、
こ
れ
に
ま
ち
が
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
わ
た
し
は
思
う
の
だ
が
、
こ
の
「
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
修
正
を
加
え
て
」
読
も
う
と
す
る
態
度
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
い
つ
ご
ろ
か
ら
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
大
掛
か
り
に
や
っ
て
の
け
た
の
が
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ー
レ
だ
と
い
う
事
情
は
、
最
近
よ
う
や
く
分
か
っ
て
き
た
が
、
じ
つ
は
す
で
に
十
六
世
紀
の
ク
レ
マ
ン
・
マ
ロ
が
こ
れ
を
や
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
上
記
ビ
ュ
ル
ジ
ェ
の
発
言
に
見
え
る
「
同
様
に
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
は
、
問
題
の
字
の
も
う
ひ
と
つ
の
表
記
で
あ
る
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
、
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
、
ル
ヴ
ェ
本
の
℃
2
。
7
臼
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
。
　
ク
レ
マ
ン
・
マ
ロ
は
、
こ
の
＝
付
を
↓
o
二
ω
茸
o
蕩
く
o
喝
曼
ρ
o
く
○
島
く
⊆
①
已
Φ
N
鷲
ゲ
醇
と
読
ん
だ
（
℃
．
①
O
）
。
ポ
イ
ン
ト
は
ρ
o
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ρ
⊆
、
。
の
短
縮
表
記
で
あ
る
。
ρ
垢
を
ρ
二
．
。
と
、
「
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
修
正
を
加
え
て
」
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
0
2
鼻
2
と
い
う
動
詞
の
は
ら
む
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
、
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
、
一90一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
ル
ヴ
ェ
本
の
そ
ろ
っ
て
採
用
し
て
い
る
表
記
で
あ
る
層
臼
6
冨
「
は
、
時
代
の
用
例
に
お
い
て
、
理
ρ
ユ
。
旨
臼
彰
。
審
8
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
ら
か
の
状
況
補
語
が
必
要
で
あ
り
、
ρ
器
を
ρ
ロ
げ
と
読
み
替
え
、
o
（
窪
一
①
）
に
碧
o
仁
。
話
象
ω
の
意
味
を
仮
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
。
・
虐
℃
・
・
話
虫
の
「
天
国
に
」
の
指
定
は
、
こ
の
＝
付
の
前
に
、
言
葉
と
し
て
は
出
な
い
。
含
み
と
し
て
そ
う
読
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
、
需
旨
げ
費
に
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
マ
ロ
以
前
、
す
で
に
デ
ュ
プ
レ
の
刊
本
が
、
ρ
ロ
Φ
。
と
読
ん
で
い
る
と
い
う
。
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
プ
レ
の
「
遺
言
詩
」
刊
本
は
一
四
九
〇
年
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
初
期
印
刷
本
時
代
、
す
で
に
こ
の
読
み
が
流
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
（
文
献
閃
ざ
暑
．
詔
Φ
1
ω
り
）
。
　
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
は
ク
レ
マ
ン
・
マ
ロ
の
読
み
に
従
っ
た
が
、
ロ
ン
ニ
ョ
ン
初
版
は
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
ロ
ン
ニ
ョ
ン
は
、
↓
o
口
ω
需
o
房
く
o
ロ
ω
℃
蔓
ρ
二
Φ
＜
o
ロ
の
く
口
。
已
①
N
℃
臼
。
三
臼
と
、
す
な
お
に
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
、
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
、
ル
ヴ
ェ
本
の
表
記
を
写
し
て
い
る
。
一
方
、
「
パ
リ
女
の
バ
ラ
ッ
ド
」
に
先
立
つ
八
行
詩
に
出
る
一
語
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
智
①
ω
。
三
費
と
読
ん
で
い
て
、
こ
れ
は
尋
常
だ
が
、
と
こ
ろ
が
凛
窃
。
臣
。
さ
ゴ
o
話
一
．
国
§
昌
σ
q
已
o
と
、
意
外
な
と
こ
ろ
に
読
点
を
打
っ
て
、
ド
キ
ッ
と
さ
せ
る
。
じ
つ
は
わ
た
し
も
、
宮
Φ
ω
。
冨
「
一
、
国
話
昌
σ
q
已
①
「
福
音
書
を
説
教
す
る
」
と
な
に
げ
な
く
読
ん
で
分
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
は
た
し
て
そ
れ
で
い
い
の
か
、
疑
問
に
思
わ
な
い
で
も
な
か
っ
た
。
ロ
ン
ニ
ョ
ン
は
こ
の
盲
点
を
つ
い
て
い
る
。
「
福
音
書
に
書
い
て
い
な
い
こ
と
ま
で
説
教
し
て
よ
ろ
し
い
」
、
そ
う
は
読
め
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
し
な
い
か
。
こ
れ
は
第
＝
付
の
問
題
の
ω
o
げ
已
Φ
の
読
み
と
か
ら
ん
で
お
も
し
ろ
い
。
　
わ
た
し
は
鷺
冨
「
（
ロ
①
3
げ
2
）
を
と
る
。
o
ω
。
ゴ
臼
（
冒
①
ω
。
冨
「
）
の
読
み
に
は
無
理
が
あ
る
。
「
修
正
」
し
な
け
れ
ば
読
め
な
い
字
は
と
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
こ
の
場
合
、
ロ
①
需
冨
『
の
字
が
あ
る
。
あ
え
て
批
評
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
な
た
一91一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
も
詩
文
を
理
屈
で
読
も
う
と
な
さ
っ
て
い
る
。
o
①
『
。
ゴ
費
な
ど
は
理
屈
で
は
な
い
。
ロ
曾
。
冨
「
竿
」
の
連
想
で
、
言
葉
の
遊
び
で
、
「
竿
す
る
」
で
あ
る
。
酔
っ
払
い
の
ジ
ャ
ン
・
コ
タ
ー
ル
の
魂
が
ふ
ら
ふ
ら
昇
っ
て
き
た
ら
、
太
古
の
お
三
方
よ
、
「
竿
し
て
」
や
っ
て
お
く
れ
。
こ
れ
は
ま
あ
、
そ
う
も
読
め
ま
す
よ
と
い
う
て
い
ど
の
軽
い
提
案
で
あ
る
。
読
み
が
あ
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
は
、
さ
し
あ
た
り
わ
た
し
の
関
心
の
外
に
あ
る
。
わ
た
し
に
興
味
が
あ
る
の
は
、
校
訂
者
た
ち
の
テ
キ
ス
ト
の
選
択
で
あ
る
。
そ
の
し
　
　
　
（
1
0
）
か
た
で
あ
る
。
3
　
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
校
訂
本
が
コ
ワ
ラ
ン
写
本
を
底
本
に
と
っ
て
い
る
の
が
表
現
的
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
当
座
の
印
象
と
、
あ
え
て
控
え
め
に
い
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
が
、
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
に
拠
る
諸
家
は
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
に
優
位
を
与
え
る
傾
向
が
あ
る
。
「
写
本
の
伝
来
を
考
え
れ
ば
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
は
、
『
遺
言
』
の
テ
キ
ス
ト
が
そ
れ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
べ
き
二
本
の
主
柱
の
一
本
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
柱
は
そ
れ
ほ
ど
堅
固
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
テ
キ
ス
ト
そ
れ
自
体
と
し
て
見
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
質
の
よ
い
も
の
と
は
い
え
な
い
」
（
ヵ
芦
一
↓
①
×
【
P
p
一
艀
）
と
、
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
に
対
し
て
手
厳
し
い
。
む
ろ
ん
、
残
る
主
柱
の
一
本
が
コ
ワ
ラ
ン
写
本
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
判
断
の
根
拠
を
あ
げ
つ
ら
う
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
ペ
ン
は
、
ま
ず
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
「
筆
生
を
し
て
詩
行
を
入
れ
替
え
せ
し
め
た
不
注
意
」
を
い
い
、
そ
の
最
初
の
症
例
を
、
こ
こ
で
は
た
だ
行
数
を
あ
げ
る
の
み
だ
が
、
一92一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
＜
眞
。
。
。
。
と
く
眞
。
。
Φ
に
と
る
。
こ
れ
は
前
述
の
「
兜
屋
小
町
長
恨
歌
」
の
書
き
出
し
の
八
行
詩
中
の
も
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
こ
れ
を
「
不
注
意
」
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
と
は
見
な
い
。
そ
の
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
詩
行
の
入
れ
替
え
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
三
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
く
」
る
一
ω
と
く
」
る
一
〇
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
た
｝
考
を
要
す
る
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
ン
リ
」
は
こ
れ
を
非
難
す
る
が
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
読
み
で
も
、
結
構
お
も
し
ろ
い
の
で
あ
る
。
　
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
が
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
筆
生
の
う
っ
か
り
ミ
ス
で
順
序
が
入
れ
替
っ
て
し
ま
っ
た
と
批
評
し
て
い
る
大
物
は
、
『
遺
言
』
最
後
の
バ
ラ
ッ
ド
、
こ
れ
で
『
遺
言
』
が
閉
じ
よ
う
と
い
う
大
バ
ラ
ッ
ド
で
あ
る
。
「
資
料
6
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
大
雑
把
に
い
え
ば
、
第
二
節
と
第
三
節
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
［
コ
ワ
ラ
ン
写
本
］
「
こ
こ
に
遺
言
は
閉
じ
ら
れ
、
／
あ
わ
れ
な
ヴ
ィ
ヨ
ン
は
歌
い
収
め
た
。
／
葬
式
に
立
ち
会
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
、
／
カ
リ
オ
ン
の
鳴
る
の
を
耳
に
な
さ
っ
た
な
ら
ば
。
／
ど
う
ぞ
朱
さ
な
が
ら
の
赤
い
着
物
で
お
願
い
し
ま
す
。
／
な
ぜ
っ
て
、
か
れ
は
恋
に
凍
え
て
死
ん
だ
の
で
す
。
／
か
れ
は
自
分
の
睾
丸
に
誓
っ
て
、
そ
う
い
い
ま
し
た
、
／
こ
の
世
か
ら
お
さ
ら
ば
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
。
　
わ
た
し
は
か
れ
が
嘘
を
つ
い
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
／
な
に
し
ろ
そ
も
そ
も
か
れ
は
、
下
男
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
追
い
出
さ
れ
た
、
／
か
れ
の
愛
し
た
女
た
ち
に
、
憎
々
し
げ
に
。
／
当
地
か
ら
ル
シ
ヨ
ン
に
い
た
る
ま
で
、
／
藪
と
い
う
藪
に
し
て
、
あ
る
も
の
か
、
／
嘘
で
は
な
い
と
、
か
れ
は
い
っ
た
も
の
で
す
、
か
れ
の
着
て
い
た
／
上
着
の
布
地
の
切
れ
っ
端
の
引
っ
掛
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
な
ん
か
、
と
、
／
こ
の
世
か
ら
お
さ
ら
ば
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
。
　
か
れ
は
な
に
し
ろ
こ
ん
な
ふ
う
で
し
て
、
／
死
ん
だ
と
き
に
は
、
ポ
ロ
着
一
枚
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
／
お
ま
け
に
、
死
ん
で
い
く
と
き
、
無
残
に
も
、
／
恋
愛
の
針
が
ギ
リ
ギ
リ
と
か
れ
を
刺
し
た
も
の
で
す
、
／
そ
の
鋭
い
こ
と
、
負
い
革
の
留
め
金
具
の
一93一
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／
留
め
針
が
か
れ
に
感
じ
さ
せ
る
が
ほ
ど
。
／
こ
れ
に
は
わ
た
し
た
ち
も
び
9
く
り
す
る
ほ
ど
、
／
こ
の
世
か
ら
お
さ
ら
ば
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
。
　
座
長
よ
、
小
長
元
坊
さ
な
が
ら
に
目
利
き
の
、
／
お
知
り
あ
れ
、
旅
立
ち
に
あ
た
っ
て
、
か
れ
が
な
に
を
し
た
か
。
／
モ
リ
オ
ン
酒
を
グ
イ
ッ
と
一
杯
、
ひ
っ
か
け
た
、
／
こ
の
世
か
ら
お
さ
ら
ば
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
。
L
　
［
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
］
「
こ
こ
に
遺
言
は
結
ば
れ
、
／
あ
わ
れ
な
ヴ
ィ
ヨ
ン
は
歌
い
収
め
た
。
／
葬
式
に
立
ち
会
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
、
／
カ
リ
オ
ン
の
鳴
る
の
を
耳
に
な
さ
っ
た
な
ら
ば
。
／
ど
う
ぞ
、
み
な
さ
ん
、
朱
色
の
着
物
で
お
願
い
し
ま
す
。
／
な
ぜ
っ
て
、
か
れ
は
恋
の
殉
教
者
と
し
て
死
ん
だ
の
で
す
。
／
か
れ
は
自
分
の
睾
丸
に
誓
っ
て
、
そ
う
い
い
ま
し
た
、
／
こ
の
世
か
ら
お
さ
ら
ば
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
。
　
わ
た
し
は
か
れ
が
嘘
を
つ
い
た
と
は
お
も
い
ま
せ
ん
。
／
な
に
し
ろ
死
ん
だ
と
き
に
は
、
下
男
ひ
と
り
し
か
そ
ば
に
い
な
か
っ
た
。
／
お
ま
け
に
、
死
ん
で
い
く
と
き
、
無
残
に
も
、
／
恋
愛
の
針
が
ギ
リ
ギ
リ
と
か
れ
を
刺
し
た
も
の
で
す
、
／
そ
の
鋭
い
こ
と
、
負
い
革
や
革
帯
の
／
留
め
金
具
の
留
め
針
の
比
で
は
な
く
、
／
こ
れ
に
は
わ
た
し
た
ち
も
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
、
／
こ
の
世
か
ら
お
さ
ら
ば
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
。
　
か
れ
は
な
に
し
ろ
そ
ん
な
ふ
う
で
し
て
、
／
そ
も
そ
も
か
れ
は
ポ
ロ
切
れ
の
よ
う
に
追
い
立
て
ら
れ
て
、
／
か
れ
の
愛
す
る
女
た
ち
か
ら
、
憎
々
し
げ
に
。
／
当
地
か
ら
ル
シ
ヨ
ン
に
い
た
る
ま
で
、
／
駄
馬
一
頭
だ
っ
て
い
る
も
ん
か
、
／
嘘
で
は
な
い
と
か
れ
は
い
っ
た
も
の
で
す
、
か
れ
の
着
て
い
た
／
上
着
の
切
れ
っ
端
の
引
っ
掛
か
っ
て
い
な
い
馬
な
ん
て
、
と
、
／
こ
の
世
か
ら
お
さ
ら
ば
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
o
　
座
長
よ
、
小
長
元
坊
さ
な
が
ら
に
目
利
き
の
、
／
お
知
り
あ
れ
、
旅
立
ち
に
あ
た
っ
て
、
グ
イ
ッ
と
一
杯
、
／
か
れ
は
上
酒
の
モ
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リ
オ
ン
を
ひ
っ
か
け
た
、
／
こ
の
世
か
ら
お
さ
ら
ば
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
。
」
　
寸
評
を
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
「
恋
の
殉
教
者
と
し
て
死
ん
だ
」
の
一
行
、
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
も
こ
れ
だ
け
は
採
っ
て
い
る
、
こ
の
＝
付
は
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
も
の
だ
し
、
「
そ
の
鋭
い
こ
と
、
負
い
革
や
革
帯
の
留
め
金
具
の
留
め
針
の
比
で
は
な
く
」
の
方
が
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
の
「
負
い
革
の
留
め
金
具
の
留
め
針
が
か
れ
に
感
じ
さ
せ
る
が
ほ
ど
」
よ
り
も
い
い
。
後
者
は
説
明
口
調
で
あ
る
。
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
は
「
ル
シ
ヨ
ン
」
δ
¢
°
。
。
。
一
一
一
8
（
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
東
南
麓
、
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン
を
首
府
と
す
る
地
方
）
に
、
「
駄
馬
」
δ
ω
ω
①
の
指
小
辞
「
。
器
ω
三
8
（
こ
れ
は
多
分
造
語
）
を
引
っ
か
け
て
い
る
。
こ
の
遊
び
も
ま
た
い
い
。
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
配
列
だ
と
、
「
ル
シ
ヨ
ン
」
と
「
モ
リ
オ
ン
」
の
引
っ
か
け
も
ま
た
効
い
て
い
る
。
「
モ
リ
オ
ン
」
∋
。
三
－
ざ
⇒
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
は
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
、
↓
［
に
よ
っ
て
、
当
時
黒
い
ま
で
に
赤
い
、
芳
醇
な
葡
萄
酒
の
呼
び
名
と
知
れ
る
が
、
さ
ら
に
閏
団
妻
に
よ
っ
て
、
そ
の
語
源
が
ヨ
①
霞
＝
。
。
す
な
わ
ち
マ
ウ
レ
タ
ニ
ア
の
原
住
民
、
ひ
い
て
は
ス
ペ
イ
ン
の
「
モ
ー
ロ
」
に
出
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
葡
萄
の
種
類
の
呼
称
か
ら
来
た
葡
萄
酒
の
呼
び
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
葡
萄
の
株
の
原
産
地
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
つ
い
て
は
ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
が
、
な
に
し
ろ
十
四
世
紀
の
『
パ
リ
の
家
政
人
』
に
出
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
か
な
り
中
世
も
奥
深
く
に
さ
か
の
ぼ
る
、
こ
れ
は
葡
萄
な
い
し
葡
萄
酒
の
呼
称
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
あ
る
い
は
ピ
レ
ネ
ー
山
麓
と
の
関
係
は
深
そ
う
で
、
ル
シ
ヨ
ン
と
の
イ
メ
ー
ジ
連
関
は
か
な
り
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
　
こ
の
バ
ラ
ッ
ド
は
、
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
は
こ
れ
を
載
せ
ず
、
ル
ヴ
ェ
本
は
第
一
節
だ
け
で
止
め
て
い
る
の
で
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
か
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
が
い
う
よ
う
に
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
が
決
定
的
に
い
い
と
見
る
根
拠
が
は
た
し
て
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
疑
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
　
マ
ロ
は
第
一
節
だ
け
を
載
せ
て
い
る
（
p
一
〇
ω
）
。
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
初
版
」
は
コ
ワ
ラ
ン
写
本
を
採
る
が
、
「
恋
の
殉
教
者
と
し
て
一95一
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死
ん
だ
」
の
一
行
は
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
を
採
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
む
し
ろ
コ
ワ
ラ
ン
写
本
に
目
立
つ
「
う
っ
か
り
ミ
ス
」
を
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
に
照
ら
し
て
改
め
て
い
る
。
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
は
、
ほ
ぼ
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
初
版
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
で
第
三
節
の
「
お
ま
け
に
死
ん
で
い
く
と
き
、
無
残
に
も
、
恋
愛
の
針
が
ギ
リ
ギ
リ
と
か
れ
を
刺
し
た
も
の
で
す
、
／
そ
の
鋭
い
こ
と
、
負
い
革
の
留
め
金
具
の
／
留
め
針
が
か
れ
に
感
じ
さ
せ
る
が
ほ
ど
」
を
め
ぐ
る
解
釈
合
戦
で
あ
る
。
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
初
版
」
は
〇
三
巳
器
”
穿
ヨ
。
ロ
話
鼻
日
・
。
一
一
①
∋
①
三
＼
ぴ
、
。
紹
o
凶
σ
q
3
溶
＞
3
。
ロ
「
賃
一、
Q
ρ
仁
三
〇
P
＼
コ
⊆
ω
諾
ロ
農
①
冨
δ
ロ
σ
q
三
＝
°
三
U
．
巨
σ
窪
」
ユ
①
「
ξ
囑
憲
ω
9
一
゜
。
窪
一
一
7
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
は
〇
三
三
ロ
9
窪
ヨ
o
ξ
〇
三
日
。
。
豪
∋
o
罠
＼
［
．
①
Q
・
0
9
σ
q
＝
o
＝
窪
．
〉
∋
o
霞
ω
一
．
Φ
゜
。
ρ
⊆
≡
〇
三
＼
層
ξ
゜
。
2
・
σ
Q
＝
ρ
ロ
Φ
一
〇
屋
昌
σ
q
ロ
三
8
＼
U
．
二
昌
げ
9
。
ロ
窪
二
Φ
「
一
ξ
｛
2
・
凶
ω
。
＝
ω
窪
一
一
「
°
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
】
）
．
毒
げ
曽
α
ユ
9
三
璽
。
・
9
一
ω
窪
二
『
と
わ
ず
か
に
手
を
加
え
た
の
み
で
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
に
従
っ
て
い
る
。
み
な
さ
ん
、
記
号
を
駆
使
な
さ
っ
て
、
な
ん
と
か
器
コ
ニ
「
を
読
み
解
こ
う
と
な
さ
っ
て
い
る
。
ロ
ン
ニ
ョ
ン
は
｛
巴
ω
。
凶
【
。
。
窪
二
「
の
主
格
を
一
①
ω
ρ
三
＝
o
コ
と
読
み
、
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
は
一
Φ
話
昌
σ
Q
ロ
三
8
α
．
巷
σ
碧
ユ
「
一
Φ
『
と
読
ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
が
、
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
と
同
じ
文
型
を
採
り
な
が
ら
、
注
記
し
て
、
一
ξ
h
p
。
冨
9
一
。
・
窪
二
「
の
主
語
は
二
（
〉
ヨ
o
真
）
「
恋
愛
神
」
と
し
て
い
る
。
　
ω
。
三
『
の
読
み
は
定
ま
ら
な
い
。
な
ん
に
せ
よ
、
説
明
口
調
な
の
が
気
に
な
る
。
こ
こ
は
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
方
が
い
い
と
思
う
の
だ
が
、
た
だ
。
。
窪
二
「
を
。
①
ヨ
ε
話
「
帯
」
と
読
む
の
は
い
さ
さ
か
苦
し
い
。
「
帯
」
は
「
遺
言
詩
」
に
。
。
巴
三
ξ
①
（
↓
°
＜
°
ど
ω
o
ご
曽
。
。
①
ぎ
ε
話
（
↓
°
く
」
b
＝
）
の
二
例
が
出
る
の
み
で
あ
る
。
語
尾
の
発
音
が
あ
や
し
く
、
く
』
曽
2
0
の
B
コ
ヰ
と
脚
韻
が
合
う
か
ど
う
か
。
だ
か
ら
あ
え
て
。
・
Φ
5
葺
と
書
い
た
の
だ
と
い
う
見
方
も
成
立
つ
だ
ろ
う
が
、
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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わ
た
し
が
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
難
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
に
ル
ヴ
ェ
本
や
マ
ロ
本
が
第
一
節
だ
け
で
切
っ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
原
本
の
問
題
を
考
え
さ
せ
る
。
と
も
あ
れ
、
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
発
言
は
誹
誘
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
コ
ワ
ラ
ン
写
本
に
優
位
を
与
え
る
読
み
方
、
と
い
う
こ
と
は
「
ロ
ン
ニ
ョ
ン
、
フ
ー
レ
第
四
版
」
の
影
響
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
　
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
執
拗
に
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
欠
点
（
と
か
れ
ら
の
考
え
る
と
こ
ろ
）
を
か
ぞ
え
あ
げ
る
。
「
早
呑
み
込
み
の
読
み
」
「
理
解
で
き
な
い
ま
ま
に
、
テ
キ
ス
ト
を
変
え
て
し
ま
う
傾
向
」
「
た
だ
お
も
し
ろ
が
っ
て
、
言
葉
を
置
き
換
え
て
し
ま
う
傾
向
」
「
近
代
主
義
的
読
み
、
語
彙
、
文
章
構
成
に
つ
い
て
」
。
な
る
ほ
ど
と
思
わ
れ
る
事
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
言
挙
げ
す
る
事
例
の
す
べ
て
が
す
べ
て
、
こ
う
い
っ
た
批
判
に
あ
て
は
ま
る
と
は
わ
た
し
は
考
え
な
い
。
「
た
だ
お
も
し
ろ
が
っ
て
言
葉
を
置
き
換
え
て
し
ま
う
傾
向
」
を
示
す
事
例
の
ひ
と
つ
に
く
．
G
。
＄
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
そ
の
か
み
の
男
た
ち
の
バ
ラ
ッ
ド
」
の
＝
付
で
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
ほ
か
が
「
ま
じ
め
に
」
（
ご
両
人
の
お
考
え
で
は
）
虫
9。
�
№
ﾛ
ユ
ロ
∩
ユ
①
耳
2
巴
σ
q
器
「
ま
た
ア
ル
テ
ユ
ス
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
侯
」
と
書
い
て
い
る
の
を
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
は
「
ふ
ざ
け
て
」
（
ご
両
人
の
判
断
で
は
）
虫
①
…
ω
一
Φ
「
。
一
耳
2
巴
σ
q
器
「
ま
た
ア
ル
テ
ユ
ス
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
王
」
と
書
く
。
こ
れ
は
「
ア
ー
サ
ー
王
伝
承
」
の
連
想
が
み
え
み
え
だ
と
こ
両
所
は
感
想
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
　
な
る
ほ
ど
、
そ
う
読
む
の
も
お
も
し
ろ
い
と
は
思
う
の
だ
が
、
し
か
し
、
待
て
よ
、
と
マ
ッ
タ
を
か
け
た
い
気
分
で
も
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
マ
ロ
の
刊
本
が
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
（
唱
』
Q
。
）
。
マ
ロ
は
ふ
ざ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
侯
家
の
ア
ル
テ
ユ
ー
ル
は
侯
家
当
主
ジ
ャ
ン
の
弟
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
兄
の
跡
を
襲
っ
て
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
侯
を
称
す
る
の
は
、
そ
の
死
の
前
年
、
一
四
五
七
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
同
時
代
人
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
か
れ
は
一97一
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前
の
コ
ネ
タ
ー
ブ
ル
（
王
家
厩
長
官
）
リ
ッ
シ
ュ
モ
ン
伯
で
あ
る
。
リ
ッ
シ
ュ
モ
ン
伯
ア
ル
テ
ユ
ー
ル
を
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
侯
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
か
な
り
き
わ
ど
い
話
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
ど
う
考
え
る
か
？
　
う
か
が
い
た
い
の
は
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
侯
は
当
時
フ
ラ
ン
ス
王
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
専
属
臣
従
礼
」
を
立
て
る
義
務
を
も
た
な
い
諸
侯
の
ひ
と
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ひ
と
り
、
と
強
調
し
た
の
は
、
も
う
ひ
と
り
、
大
物
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
侯
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
侯
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ル
・
ボ
ン
は
、
一
四
三
五
年
の
ア
ラ
ス
協
定
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
王
家
に
対
す
る
臣
従
礼
を
免
除
さ
れ
た
独
立
の
君
侯
で
あ
っ
た
。
「
遺
言
詩
」
に
お
い
て
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
侯
も
ま
た
「
侯
」
と
呼
ば
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
「
遺
言
詩
」
の
政
治
史
的
脈
絡
に
つ
い
て
、
諸
家
は
考
慮
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
批
判
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
、
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
に
跳
ね
返
る
て
い
の
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
あ
た
り
を
子
細
に
検
討
す
る
余
裕
は
も
た
な
い
。
こ
れ
は
後
日
の
課
題
と
し
て
、
総
じ
て
い
え
ば
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
は
、
専
門
職
と
し
て
の
筆
生
の
、
ほ
と
ん
ど
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
と
化
し
た
、
し
か
も
急
ぎ
の
仕
事
の
観
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
『
貴
族
の
聖
務
日
課
書
』
と
呼
ば
れ
る
写
本
自
体
、
そ
れ
ほ
ど
き
ち
ん
と
し
た
注
文
に
応
じ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
杜
撰
で
あ
る
。
こ
の
責
め
は
甘
ん
じ
て
受
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
バ
ラ
ッ
ド
の
ル
フ
ラ
ン
の
行
を
き
ち
ん
と
書
か
ず
、
適
当
に
省
略
す
る
や
り
か
た
に
も
、
そ
の
杜
撰
さ
は
う
か
が
え
る
。
バ
ラ
ッ
ド
は
八
行
詩
三
節
反
歌
四
行
詩
で
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最
終
行
に
同
一
の
詩
行
が
置
か
れ
る
。
ル
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
現
行
の
『
遺
言
』
に
は
、
変
形
の
も
の
を
含
め
て
バ
ラ
ッ
ド
が
一
六
含
ま
れ
て
い
る
が
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
は
ル
フ
ラ
ン
を
全
部
、
端
正
に
書
写
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
は
、
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
と
と
も
に
、
そ
れ
を
適
宜
省
略
し
一98一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
規
則
を
立
て
て
省
略
す
る
と
い
う
ふ
う
で
は
な
い
。
そ
の
時
々
の
気
分
で
、
と
評
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
ほ
ど
の
自
由
奔
放
さ
で
あ
る
。
ル
フ
ラ
ン
全
行
を
ま
っ
た
く
書
写
し
て
い
な
い
場
合
さ
え
あ
る
。
ま
さ
に
杜
撰
と
い
わ
れ
て
　
　
　
　
　
（
1
3
）
も
仕
方
な
か
ろ
う
。
　
先
に
述
べ
た
ロ
ン
ド
ー
の
ル
フ
ラ
ン
の
扱
い
に
感
じ
ら
れ
る
杜
撰
さ
が
こ
れ
に
通
じ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
書
体
の
点
も
含
め
て
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
は
、
コ
ワ
ラ
ン
写
本
と
比
べ
る
と
き
、
写
本
の
完
成
度
に
お
い
て
劣
る
。
こ
れ
は
否
み
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
四
一
節
、
料
理
人
タ
イ
ユ
ー
ヴ
ァ
ン
絡
み
の
八
行
詩
の
後
に
置
か
れ
た
バ
ラ
ッ
ド
に
い
た
っ
て
は
、
筆
生
は
、
第
二
節
第
二
行
目
に
第
三
節
第
二
行
目
を
書
い
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
消
し
て
書
き
直
す
と
い
う
失
態
を
見
せ
て
い
る
（
℃
°
①
O
刈
）
。
こ
れ
で
は
と
う
て
い
完
成
度
が
高
い
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
そ
の
あ
た
り
の
失
態
に
は
、
筆
生
が
脇
に
お
い
て
い
た
手
本
の
稿
本
な
り
印
刷
本
な
り
か
ら
う
っ
か
り
目
を
離
し
て
し
ま
っ
た
気
配
が
感
じ
取
れ
て
、
「
遺
言
詩
」
の
本
文
伝
承
に
つ
い
て
わ
た
し
た
ち
の
想
像
力
を
刺
激
す
る
。
む
し
ろ
杜
撰
さ
と
自
由
奔
放
さ
こ
そ
が
、
筆
生
の
仕
事
の
あ
り
よ
う
を
動
的
に
理
解
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
完
成
度
の
低
さ
は
そ
の
ま
ま
信
頼
度
の
低
さ
に
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
［
注
］
（
1
）
　
ロ
コ
話
≦
鉱
話
ユ
o
°
。
3
匡
霧
の
し
」
一
σ
＝
o
ひ
9
二
①
ユ
o
一
、
〉
「
°
。
①
冨
r
∋
ω
噛
｛
「
°
ω
゜
㎝
卜
。
ω
゜
こ
れ
は
紙
稿
本
で
、
紙
型
は
2
7
×
2
0
セ
ン
チ
ほ
ど
、
　
総
ぺ
ー
ジ
Q
。
一
鉾
ご
⑩
葉
ま
で
は
、
本
文
と
同
筆
跡
の
フ
ォ
リ
オ
番
号
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
は
後
代
の
手
に
よ
る
頁
付
け
に
な
っ
て
い
　
る
。
こ
の
あ
た
り
に
も
、
こ
の
写
本
の
性
格
が
透
け
て
見
え
る
。
ジ
ャ
ン
ロ
ワ
、
ド
ゥ
ロ
』
雷
弓
畠
2
U
δ
N
は
こ
の
後
代
の
手
に
な
る
一99一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
　
　
頁
付
け
を
十
九
世
紀
の
も
の
と
断
定
し
て
い
る
（
文
献
勺
ゴ
ρ
O
己
゜
≦
）
。
こ
の
写
本
を
「
発
見
し
た
」
同
図
書
館
司
書
ポ
ー
ル
・
ラ
ク
　
　
ロ
ワ
「
国
巳
［
舘
．
9
×
の
手
に
な
っ
た
も
の
と
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
が
、
い
い
た
そ
う
な
気
配
で
は
あ
る
。
ち
な
み
に
ラ
ク
ロ
ワ
は
一
　
　
八
六
六
年
に
、
こ
の
写
本
か
ら
起
こ
し
た
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
遺
言
詩
」
に
、
や
は
り
こ
の
写
本
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、
か
れ
が
こ
れ
ま
た
「
フ
　
　
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
」
の
作
と
信
じ
た
「
森
の
花
束
」
r
Φ
野
呂
⊆
2
ユ
⊆
げ
。
巻
な
る
詩
文
を
加
え
、
解
説
文
を
添
え
て
一
本
を
上
梓
　
　
し
て
い
る
。
な
お
、
ジ
ャ
ン
ロ
ワ
、
ド
ゥ
ロ
は
、
「
遺
言
」
に
当
た
る
ロ
゜
①
ミ
為
一
Q
。
の
詩
文
の
冒
頭
に
、
ピ
①
↓
窃
雷
∋
①
三
≦
＝
o
コ
の
題
　
　
字
が
読
め
る
。
し
か
も
こ
れ
が
［
①
σ
q
益
三
↓
。
ω
δ
ヨ
①
三
く
已
o
コ
と
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
な
い
。
　
　
ま
た
、
末
尾
に
結
語
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
逆
に
国
×
葛
。
一
一
と
は
っ
き
り
読
め
る
。
な
お
、
ジ
ャ
ン
ロ
ワ
、
ド
ゥ
ロ
も
指
摘
　
　
し
て
い
る
よ
う
に
、
写
本
は
複
数
の
筆
生
の
手
に
な
っ
て
い
る
。
最
終
ぺ
ー
ジ
に
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
コ
キ
ー
ユ
σ
Q
ま
①
二
8
碧
三
ρ
ク
ロ
ー
　
　
ド
．
マ
シ
オ
。
一
p
巨
Φ
ヨ
2
。
9
9
響
ジ
ャ
ン
．
マ
シ
オ
冨
7
雪
ヨ
自
。
含
9
と
三
つ
の
人
名
が
読
め
る
。
他
に
も
人
名
ら
し
き
も
の
が
見
て
取
れ
　
　
る
の
だ
が
、
判
読
が
難
し
い
。
ジ
ャ
ン
ロ
ワ
、
ド
ゥ
ロ
は
こ
れ
を
こ
の
写
本
の
「
所
有
者
」
の
名
前
と
し
て
い
る
が
（
そ
の
わ
け
は
、
ど
　
　
う
や
ら
ヨ
⇔
∩
一
9
の
名
の
と
こ
ろ
に
、
需
G
。
【
直
・
。
冨
乱
Φ
ヨ
曽
6
δ
f
冨
7
＝
－
コ
∋
①
〔
一
9
「
ク
ロ
ー
ド
・
マ
シ
オ
の
も
の
、
ジ
ャ
ン
・
マ
シ
オ
の
　
　
も
の
」
と
読
め
る
か
ら
と
い
う
こ
と
ら
し
い
）
、
こ
れ
は
筆
生
の
署
名
と
思
わ
れ
る
。
ヨ
自
。
ユ
9
の
署
名
は
、
『
パ
リ
の
一
住
民
の
日
記
』
　
　
の
ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
の
写
本
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
女
王
蔵
書
一
、
九
二
一
二
番
写
本
」
の
最
終
ぺ
ー
ジ
に
見
ら
れ
る
。
ク
ロ
ー
ド
か
ジ
　
　
ャ
ン
か
が
、
同
一
人
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
ピ
。
し
⇔
器
く
一
臥
話
ユ
窃
Z
。
三
Φ
ω
は
ω
。
。
刈
行
か
ら
な
る
詩
文
で
、
「
高
貴
婦
人
」
O
①
∋
。
Z
o
三
①
。
。
。
。
①
が
ま
ず
発
言
し
、
貴
族
に
ふ
さ
わ
し
　
　
い
言
行
を
こ
れ
か
ら
十
二
美
徳
に
語
ら
せ
ま
し
ょ
う
と
、
そ
の
十
音
節
八
行
詩
の
バ
ラ
ッ
ド
形
式
の
序
言
を
結
ぶ
。
八
行
詩
と
反
歌
四
行
　
　
詩
の
そ
れ
ぞ
れ
最
終
行
「
ル
フ
ラ
ン
」
（
繰
り
返
し
の
詩
行
）
に
、
「
こ
の
ブ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ル
で
、
祈
祷
を
唱
え
な
さ
い
」
。
・
窃
冨
≒
①
。
。
　
　
島
①
①
瓢
。
①
ω
一
ロ
《
σ
「
①
三
自
。
写
①
と
＃
硯
め
る
。
ピ
o
σ
器
く
一
鉱
「
①
に
は
「
愛
読
書
」
と
い
っ
た
意
味
も
後
代
付
加
し
た
が
、
こ
こ
で
は
「
聖
務
　
　
日
課
書
」
と
い
う
も
と
も
と
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
文
献
O
ゴ
ニ
薯
噛
O
。
。
一
1
Φ
ω
）
。
（
2
）
　
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
は
［
o
巳
①
一
（
P
ご
ω
）
、
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
は
刀
o
匿
。
舘
（
〔
o
一
゜
①
一
く
Y
な
お
、
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
前
　
　
者
を
閃
o
ロ
α
①
一
と
読
ん
で
い
る
。
（
3
）
　
ガ
ス
ト
ン
．
レ
イ
ノ
ー
の
『
十
五
世
紀
の
ロ
ン
ド
ー
』
に
収
録
さ
れ
た
、
ヴ
ァ
イ
ヤ
ン
と
い
う
、
こ
れ
は
シ
・
ヤ
ル
ル
・
ド
ル
レ
ア
ン
の
　
　
宮
廷
詩
人
の
ひ
と
り
の
作
に
、
「
ラ
ン
ト
ル
マ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
ー
」
の
分
か
り
や
す
い
形
の
も
の
が
あ
る
（
文
献
勾
ヨ
9
夢
一100一
＜
ロ
已
p
⊃
巨
…
P
一
一
）
。
　
＜
9
『
Φ
σ
Q
ユ
①
『
ヨ
巴
忽
①
゜
。
一
写
ヨ
凶
2
」
　
】
≦
．
①
ヨ
9
≒
2
ヨ
¢
－
．
－
①
巳
冠
①
ω
℃
①
「
ロ
コ
o
P
　
野
6
み
゜
。
ρ
琴
く
o
°
自
電
o
ユ
①
゜
。
巳
巴
゜
。
①
只
①
　
Z
①
ヨ
①
冨
一
゜
・
ω
〇
三
9
。
一
゜
。
ご
ロ
o
げ
一
Φ
戸
団
コ
話
α
Q
四
a
9
二
三
く
o
ω
貯
Φ
ヨ
①
…
嵩
二
①
P
ζ
o
昌
弓
o
＜
話
2
①
5
山
．
■
Φ
口
゜
■
ユ
o
ロ
⊆
雪
∩
o
　
＜
o
°
。
言
o
σ
q
ユ
①
｛
［
ヨ
ニ
。
一
．
］
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
　
冒
コ
①
肩
①
塁
三
冨
巳
鉱
゜
。
写
Φ
ロ
ユ
Φ
戸
　
O
轟
三
」
．
錠
ユ
Φ
＜
o
N
∋
蝕
巳
×
8
口
σ
q
ロ
9
°
。
ω
凶
ヨ
P
　
］
≦
自
⊃
一
゜
。
q
9
°
り
一
ヨ
国
ユ
〇
三
〇
母
聾
℃
巳
゜
。
°
・
雪
o
P
　
O
二
①
冨
コ
①
〇
三
゜
。
匪
『
①
8
ヨ
げ
一
①
P
　
　
＜
8
霞
①
σ
q
ユ
Φ
｛
［
ヨ
゜
D
一
］
　
「
貴
女
の
深
い
お
嘆
き
は
私
の
も
の
で
す
、
／
我
が
愛
よ
、
我
が
唯
一
の
希
望
よ
、
／
貴
女
の
ご
不
快
は
、
信
じ
て
く
だ
さ
い
、
／
私
を
喜
ば
せ
な
い
、
幸
せ
に
し
な
い
。
　
貴
女
の
ご
様
子
を
見
て
、
／
疑
い
無
く
我
が
哀
れ
な
心
は
持
ち
ま
す
、
／
貴
女
の
深
い
［
お
嘆
き
を
］
。
　
私
は
も
は
や
何
事
に
も
喜
び
を
感
じ
ま
せ
ん
、
／
貴
女
の
ご
不
幸
に
つ
い
て
私
の
知
る
と
き
。
／
信
じ
て
く
だ
さ
い
、
我
が
悲
し
み
に
押
さ
れ
、
／
私
は
申
し
上
げ
る
こ
と
か
な
い
ま
せ
ん
、
い
か
ば
か
り
か
、
／
貴
女
の
深
い
［
お
嘆
き
の
］
。
」
　
「
完
全
ル
フ
ラ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
ー
」
な
ら
ば
、
第
二
節
第
三
行
の
く
。
ω
一
話
σ
q
「
一
臥
の
あ
と
に
続
け
て
、
第
一
節
の
最
初
の
二
行
全
部
が
繰
り
返
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
も
し
そ
う
し
た
ら
、
文
章
の
意
味
が
通
ら
な
く
な
る
。
＜
。
。
・
㌶
①
σ
q
ユ
鉱
で
止
め
て
こ
そ
、
意
味
が
成
立
す
る
。
こ
れ
が
「
ラ
ン
ト
ル
マ
ン
を
伴
う
四
行
詩
ロ
ン
ド
ー
」
で
あ
る
。
＜
。
ω
鍵
。
σ
q
ユ
①
｛
の
後
に
、
［
　
］
101一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
　
　
に
入
れ
て
ヨ
巴
と
補
っ
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ー
は
ど
の
形
式
の
も
の
で
も
そ
う
だ
が
、
ル
フ
　
　
ラ
ン
の
詩
行
は
、
そ
の
第
一
語
な
い
し
第
二
語
ま
で
書
け
ば
よ
い
と
い
う
規
則
が
あ
っ
た
。
こ
の
ロ
ン
ド
ー
の
場
合
は
第
二
語
ま
で
書
い
　
　
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
［
　
］
中
の
∋
筥
は
、
じ
つ
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
（
4
）
　
こ
の
写
本
は
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
紹
介
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
国
立
図
書
館
版
画
室
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
（
ピ
①
O
ゲ
雪
。
。
o
ロ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
巳
費
色
①
閃
O
冨
三
空
げ
『
9
7
①
ρ
⊆
①
舞
二
〇
コ
里
P
O
笛
げ
冒
2
α
O
ω
窃
壁
ヨ
ロ
①
ρ
刈
Q
◎
し
ロ
一
ご
刀
＝
Ψ
一
冨
蚤
ρ
ロ
』
一
）
。
し
か
し
こ
れ
は
現
　
　
在
ベ
ル
リ
ン
の
ダ
ー
レ
ム
国
立
美
術
館
版
画
室
の
所
蔵
で
あ
る
（
区
二
鳳
①
「
ω
酔
ざ
穿
9
。
『
言
Φ
ρ
ω
↓
。
。
9
。
お
旨
二
゜
・
2
∋
O
自
。
三
①
∋
°
ゆ
①
「
ぎ
）
。
写
本
　
　
番
号
は
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
を
起
こ
し
た
印
刷
本
が
あ
る
（
O
冨
r
δ
牙
｝
き
島
。
7
ユ
津
ユ
①
ω
0
9
。
「
集
器
一
゜
・
牙
閃
。
冨
ρ
器
。
7
α
臼
　
　
し
ロ
①
「
＝
コ
①
「
＝
Q
リ
エ
9
。
ヨ
一
［
δ
コ
爵
£
7
①
「
き
ω
σ
Q
①
σ
Q
①
げ
雪
く
9
ζ
費
二
昌
r
9
①
一
∋
9
■
コ
ヨ
O
α
2
一
瓢
α
q
①
P
一
り
ト
⊃
ω
）
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
は
国
立
図
書
　
　
館
に
あ
る
（
ω
δ
。
。
虜
ユ
σ
ぎ
聾
①
貫
ゆ
①
ユ
凶
戸
ω
①
「
』
2
卜
。
1
駐
）
。
（
5
）
　
フ
ォ
ー
シ
ェ
写
本
は
ρ
⊆
①
三
冨
需
口
ω
①
『
ω
雲
げ
。
コ
冨
∋
O
ω
＼
虫
ヨ
①
「
①
α
Q
①
乙
①
δ
三
①
コ
⊆
。
「
わ
た
し
が
あ
り
し
よ
き
日
々
を
想
　
　
い
、
ま
た
赤
裸
の
我
が
身
を
眺
め
る
と
き
」
と
、
い
っ
て
み
れ
ば
合
理
的
に
読
ん
で
い
る
。
（
6
）
　
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
を
は
じ
め
諸
家
は
、
ク
レ
マ
ン
・
マ
ロ
が
こ
の
バ
ラ
ッ
ド
に
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
と
マ
ル
ゴ
の
バ
ラ
ッ
ド
」
の
題
　
　
字
を
与
え
た
と
し
て
い
る
が
、
マ
ロ
の
『
ヴ
ィ
ヨ
ン
全
集
」
初
版
に
は
そ
れ
は
見
当
た
ら
な
い
。
マ
ロ
は
た
だ
「
バ
ラ
ッ
ド
」
と
書
い
て
　
　
い
る
（
P
G
。
O
）
。
「
グ
ロ
ス
・
マ
ル
ゴ
の
バ
ラ
ッ
ド
」
と
し
た
の
は
わ
た
し
の
勝
手
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
誤
解
は
い
っ
た
い
　
　
だ
れ
に
責
任
が
あ
る
の
か
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
（
7
）
↓
［
は
①
邑
醇
に
自
・
諺
9
≦
巴
。
コ
「
膨
れ
る
」
の
定
義
を
与
え
、
雰
δ
護
Φ
ω
、
①
島
。
σ
q
「
o
ω
の
Φ
ヨ
。
昆
虫
伍
o
弓
2
。
σ
Q
冨
三
σ
q
Φ
∋
凶
ω
ω
①
ヨ
①
三
　
　
8
5
ず
ヨ
o
①
ρ
巳
ユ
9
一
雪
3
三
①
「
（
［
冤
o
コ
①
「
く
ω
8
0
f
げ
ω
σ
q
°
＜
o
昌
≦
°
「
自
「
°
。
8
「
＝
9
一
げ
「
o
ロ
戸
一
Q
。
Q
。
卜
。
二
甲
卜
∂
c
。
0
）
°
Φ
コ
象
に
r
①
＜
°
三
話
　
　
α
q
δ
。
・
2
①
昌
自
伽
（
団
ヨ
Φ
①
ω
Q
o
巴
二
〇
コ
量
牙
O
話
く
①
工
塑
＝
ρ
あ
O
ご
ト
o
ψ
雪
Q
。
y
ヵ
o
⊆
｛
⊆
ユ
o
ヨ
三
p
σ
Q
『
9
．
三
算
ρ
ヨ
ロ
＝
o
コ
ニ
①
2
2
「
①
ロ
＝
①
　
　
（
勾
。
∋
雪
岱
①
ヵ
o
ξ
閏
お
①
）
な
ど
の
用
例
を
引
い
て
い
る
。
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
（
文
献
O
）
、
ユ
ゲ
は
と
も
に
、
動
詞
①
魯
①
「
の
形
は
出
さ
　
　
ず
、
前
者
は
。
コ
宗
に
σ
q
。
コ
蒙
匹
①
6
巳
鋤
。
の
用
例
を
引
き
、
後
者
は
同
じ
く
①
コ
豪
に
碧
コ
宗
の
解
を
与
え
て
い
る
。
近
代
語
で
「
音
　
　
が
高
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
の
拡
張
を
こ
の
時
代
に
想
定
す
る
の
は
時
代
の
用
例
に
な
じ
ま
な
い
。
（
8
）
　
「
イ
キ
な
、
イ
キ
な
」
σ
q
o
σ
Q
o
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
注
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
語
を
含
む
前
後
二
行
『
δ
旨
ヨ
p
。
°
・
巴
2
ω
o
ロ
　
　
o
o
ヨ
α
q
。
。
母
ヨ
o
コ
。
。
o
∋
ヨ
虫
＼
σ
q
o
α
q
o
ヨ
Φ
島
戸
2
ヨ
①
「
冨
「
二
①
冨
ヨ
『
9
に
つ
い
て
は
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア 一102一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
ン
リ
」
は
問
題
の
二
行
を
後
戯
の
描
写
と
読
む
。
σ
q
o
σ
q
。
は
じ
つ
は
大
方
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
α
q
o
α
q
o
と
書
か
れ
て
い
て
、
顧
o
ぴ
Q
。
と
分
か
ち
書
き
さ
れ
て
い
る
の
は
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
チ
ュ
ア
ー
ヌ
（
文
献
↓
ゴ
）
が
特
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
こ
の
事
実
を
、
脚
注
の
異
本
照
合
に
指
摘
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
σ
q
。
σ
q
。
に
つ
い
て
、
従
来
の
解
釈
を
列
挙
す
る
に
と
ど
め
、
「
そ
の
語
源
が
な
ん
で
あ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
表
現
に
、
い
さ
か
い
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
や
わ
ら
ぎ
の
響
き
を
あ
た
え
よ
う
」
と
結
論
す
る
。
そ
う
し
て
、
ヨ
①
h
幽
2
二
①
す
ヨ
げ
9
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
ヨ
①
三
口
冨
日
ヨ
魯
日
｛
「
汀
讐
と
つ
つ
ま
し
く
ラ
テ
ン
語
で
注
記
し
た
チ
ュ
ア
ー
ヌ
に
噛
み
付
い
て
、
｛
臼
冒
（
h
冨
「
一
の
不
定
法
）
に
は
け
っ
し
て
。
貧
Φ
ω
゜
。
臼
の
意
味
は
な
い
（
ラ
テ
ン
語
の
h
「
言
。
は
英
語
で
は
歪
ダ
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
。
p
。
「
①
゜
。
°
。
①
『
に
当
た
る
）
。
ま
た
冒
ヨ
『
2
に
ヨ
o
ヨ
耳
Φ
＜
三
一
「
男
根
」
の
意
味
は
な
い
Q
け
し
か
ら
ん
と
い
っ
た
思
い
入
れ
で
、
Z
o
ロ
。
。
8
ヨ
蜜
窪
o
自
伍
o
目
”
、
、
2
ヨ
①
＄
O
o
8
『
。
三
。
・
。
。
。
o
ロ
一
①
8
ω
。
。
Φ
、
ド
ロ
。
霞
ヨ
①
。
巴
ヨ
臼
虫
み
δ
げ
一
一
円
ぎ
言
①
げ
。
目
①
窪
8
三
。
と
断
言
し
て
い
る
。
一
応
訳
を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
「
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
理
解
す
る
、
“
そ
う
し
て
俺
の
腿
あ
る
い
は
尻
を
軽
く
た
た
く
”
、
俺
の
気
を
静
め
さ
せ
、
俺
た
ち
の
和
合
を
取
り
戻
す
た
め
に
。
」
ビ
ュ
ル
ジ
ェ
は
冨
ヨ
σ
9
に
∩
三
圏
①
（
～
）
（
腿
か
？
）
と
注
を
つ
け
た
が
、
こ
れ
に
諭
ω
゜
。
。
「
尻
」
の
意
味
ま
で
あ
ず
け
た
の
は
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
独
創
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
ビ
ュ
ル
ジ
ェ
は
、
ま
た
こ
う
も
書
い
て
い
る
。
「
こ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
h
冨
コ
と
い
う
言
葉
は
、
チ
ュ
ア
ー
ヌ
が
こ
の
言
葉
に
与
え
た
“
男
根
”
と
い
う
意
味
を
排
除
す
る
と
思
わ
れ
る
」
。
な
ん
だ
か
よ
っ
て
た
か
っ
て
チ
ュ
ア
ー
ヌ
を
「
排
除
し
よ
う
」
と
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
が
、
わ
た
し
が
い
う
の
は
、
h
①
二
『
に
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
が
い
う
よ
う
に
δ
℃
9
臼
「
軽
く
た
た
く
」
の
用
例
が
あ
る
の
か
。
「
遺
言
詩
」
の
な
か
に
そ
れ
を
探
せ
ば
、
ま
ず
「
兜
屋
小
町
の
嘆
き
」
冒
頭
の
一
節
に
出
る
。
「
あ
た
し
を
引
き
留
め
る
の
は
な
に
か
。
わ
れ
と
わ
が
身
を
打
っ
て
、
一
思
い
に
死
ん
で
し
ま
お
う
と
す
る
の
を
。
」
原
文
を
引
く
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
。
死
ん
で
し
ま
い
た
い
と
い
う
の
に
「
軽
く
我
が
身
を
た
た
く
」
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
の
か
。
次
に
く
．
8
0
の
ケ
ー
ス
。
こ
れ
は
器
諺
8
巷
h
①
「
一
『
と
副
詞
句
的
用
法
だ
が
、
こ
れ
に
わ
た
し
は
「
反
撃
で
き
な
い
ま
ま
（
死
に
そ
う
な
の
さ
）
」
と
訳
を
つ
け
た
い
。
こ
の
副
詞
句
は
、
い
ま
は
「
刃
に
血
塗
ら
ず
に
」
と
受
け
身
に
使
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
代
は
「
激
し
く
攻
撃
を
加
え
る
」
と
い
う
意
味
合
い
で
、
能
動
的
に
使
わ
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
死
ぬ
か
生
き
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
く
．
ど
ω
N
P
「
や
つ
ら
を
な
ぐ
っ
た
り
、
た
た
い
た
り
す
る
ヤ
ツ
は
ア
ホ
だ
」
。
こ
の
「
た
た
く
」
と
訳
し
た
方
だ
が
、
こ
こ
は
「
軽
く
た
た
く
」
で
は
、
な
ん
の
こ
と
だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
す
。
｛
臼
マ
が
ど
ん
な
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
た
か
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
う
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
チ
ュ
ア
ー
ヌ
を
「
批
判
」
し
た
が
、
こ
う
い
う
の
を
「
天
に
唾
す
る
」
と
い
う
の
で
は
な
い
一103一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
　
　
か
。
第
一
、
8
「
①
ω
ω
①
「
と
6
℃
9
費
と
ど
こ
か
が
ち
が
う
の
か
。
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
の
読
み
は
、
こ
の
行
の
行
末
に
…
を
付
し
　
　
て
、
次
行
「
ふ
た
り
そ
ろ
っ
て
酔
い
痴
れ
て
、
泥
の
よ
う
に
眠
る
」
に
渡
し
て
い
る
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。
後
戯
と
読
ん
で
い
る
の
で
　
　
あ
る
。
満
ち
足
り
た
ふ
た
り
の
い
ち
ゃ
つ
き
。
結
構
な
こ
と
で
す
。
こ
の
思
い
込
み
が
ゆ
Q
o
碧
の
読
み
に
跳
ね
返
る
。
「
そ
の
語
源
が
な
ん
　
　
で
あ
れ
」
と
開
き
直
る
。
　
　
　
「
国
≦
（
ヌ
一
c
。
討
）
は
中
世
フ
ラ
ン
ス
語
に
帥
σ
q
o
σ
Q
o
の
用
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
窪
一
〇
凶
ρ
ω
雪
。
。
σ
q
穿
①
の
解
を
示
し
て
い
る
。
　
　
「
楽
し
ん
で
、
自
由
奔
放
に
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
↓
門
は
σ
q
。
σ
q
。
凶
冨
「
の
動
詞
不
定
法
を
示
し
て
、
話
寧
ま
①
§
〇
二
σ
q
≦
賃
ユ
①
ロ
　
　
「
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
る
」
の
解
を
取
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
『
騎
士
ド
・
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
・
ラ
ン
ド
リ
、
娘
教
育
の
書
』
か
ら
引
い
て
い
る
。
　
α
q
o
α
q
o
は
あ
る
い
は
動
詞
σ
q
o
σ
q
o
剛
凶
臼
の
変
化
形
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
　
　
ア
ン
リ
」
の
読
み
は
、
F
E
W
、
T
L
の
示
す
σ
q
。
σ
q
9
一
臼
の
理
解
に
な
じ
ま
な
い
。
ま
た
、
チ
ュ
ア
ー
ヌ
が
提
案
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
　
時
代
背
景
を
考
え
て
、
碧
σ
Q
。
は
ス
ラ
ン
グ
で
あ
っ
て
、
語
源
は
英
語
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
も
む
げ
に
は
退
け
ら
れ
な
い
。
な
　
　
ん
と
い
っ
て
も
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
の
筆
生
が
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
。
σ
q
。
σ
q
。
一
第
二
節
前
半
四
行
は
痴
戯
の
描
写
で
あ
る
。
　
　
「
性
交
中
厩
を
こ
く
」
「
笑
い
な
が
ら
、
男
の
頭
を
ぶ
つ
」
「
ゴ
ー
、
ゴ
ー
と
声
を
か
け
て
、
男
の
腿
を
ひ
っ
ぱ
た
く
」
、
い
ず
れ
も
こ
れ
は
　
　
女
の
愛
情
表
現
で
あ
る
。
（
9
）
冨
ヨ
8
⊆
「
。
。
日
。
．
■
。
2
■
■
①
睾
①
＼
ζ
巴
§
。
望
＝
。
血
①
げ
≡
《
①
「
①
゜
・
＼
u
。
5
器
冒
①
゜
。
。
冨
「
ぎ
あ
巨
く
自
。
・
α
q
壽
＼
〉
①
＝
㊦
①
；
の
゜
ω
　
　
げ
鴛
ゴ
①
＝
①
「
①
ω
…
（
＜
」
b
O
刈
1
δ
）
　
　
第
一
行
目
「
な
に
し
ろ
ビ
ル
の
通
だ
か
ら
」
の
σ
二
8
は
げ
巨
Φ
「
聖
書
」
の
こ
と
だ
と
諸
家
は
い
う
。
「
俗
な
発
音
、
あ
る
い
は
許
容
範
　
　
囲
に
あ
る
不
完
全
な
音
韻
に
関
係
す
る
綴
り
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
「
リ
シ
ュ
ネ
ル
、
ア
ン
リ
」
は
説
明
し
て
い
る
。
俗
　
　
に
そ
う
発
音
し
た
の
だ
ろ
う
し
、
三
行
目
の
岡
2
＜
碧
σ
q
一
一
一
①
と
脚
韻
を
合
わ
せ
る
た
め
の
処
置
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
　
　
う
七
て
ピ
①
゜
・
ζ
亀
雪
島
島
①
。
。
ユ
①
』
①
雪
∪
ロ
嘗
口
な
る
十
四
世
紀
の
テ
キ
ス
ト
に
げ
已
。
の
字
形
が
出
る
と
い
う
の
だ
が
、
な
ぜ
か
用
例
　
　
は
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
デ
シ
ャ
ン
に
9
巳
ぴ
冨
を
需
三
一
Φ
と
書
い
て
い
る
例
が
あ
る
と
、
こ
ち
ら
の
方
は
き
ち
ん
と
テ
キ
ス
ト
を
引
　
　
い
て
い
る
。
ピ
①
゜
・
ζ
血
碧
6
7
島
①
。
。
号
密
9
。
昌
∪
ξ
ぎ
な
る
詩
文
は
、
［
碧
ユ
＝
己
σ
q
「
き
に
よ
っ
て
一
九
六
五
年
に
ト
ル
コ
で
校
訂
本
が
　
　
出
版
さ
れ
て
い
る
。
目
下
作
成
中
の
『
わ
が
ヴ
ィ
ヨ
ン
ー
ヴ
ィ
ヨ
ン
遺
言
詩
注
解
』
に
お
い
て
、
こ
の
点
は
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
こ
で
　
　
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
げ
一
＝
①
を
9
三
①
と
読
む
支
え
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
ま
た
、
げ
凶
匡
①
を
び
已
①
一　104一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
　
　
と
書
く
用
例
は
、
↓
［
、
閏
団
≦
あ
る
い
は
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
に
は
全
く
出
な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
（
1
0
）
　
℃
①
需
7
臼
の
用
例
を
↓
r
、
閃
国
≦
、
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
に
見
て
み
れ
ば
、
↓
ピ
は
ω
凶
島
⇔
旦
①
言
①
ω
雷
口
σ
q
ρ
巴
コ
窪
N
毛
9
α
q
ω
虫
N
①
・
の
解
　
　
を
与
え
、
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
の
第
十
巻
を
指
示
し
て
い
る
。
第
十
巻
は
「
補
遺
」
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
た
し
か
に
「
鳥
が
と
ま
る
」
の
意
味
　
　
の
用
例
が
い
く
つ
か
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
の
本
文
の
需
「
。
ゲ
臼
の
項
目
で
は
、
o
①
需
冨
さ
隠
ヨ
琴
「
（
＜
o
「
げ
㊦
）
と
し
て
、
　
　
∋
①
。
。
霞
2
盈
。
＜
。
。
討
需
需
冨
「
竿
で
測
る
」
の
解
が
与
え
ら
れ
、
用
例
が
引
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
義
に
需
邑
話
「
吊
る
す
」
の
　
　
解
が
与
え
ら
れ
て
い
る
Q
さ
ら
に
興
味
深
い
の
が
閏
閏
≦
で
、
o
窪
一
8
の
項
目
に
〉
墜
需
ま
冨
5
＜
．
P
．
、
。
・
Φ
曾
①
ω
。
。
臼
α
①
σ
。
三
、
．
．
、
。
。
①
　
　
℃
o
ω
①
「
ω
⊆
㌦
．
（
9
冨
ユ
き
↓
ユ
．
o
δ
①
き
）
9
〈
°
p
．
、
δ
σ
q
臼
（
O
口
）
、
、
＜
≡
8
な
、
O
窪
時
①
（
ρ
ロ
）
版
、
巳
⇔
8
「
（
O
コ
）
畠
p
。
諺
ロ
コ
①
げ
o
昌
ロ
①
ω
凶
ε
‘
　
　
①
ユ
。
⇒
．
．
U
、
〉
⊆
『
一
σ
q
監
虫
ρ
と
い
っ
た
用
例
を
あ
げ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
と
り
わ
け
．
．
一
。
σ
q
臼
（
ρ
昌
）
．
－
≦
＝
8
で
あ
っ
て
、
「
遺
言
　
　
詩
」
に
は
℃
嘆
跨
Φ
「
の
用
例
は
他
に
は
出
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
の
で
①
零
ず
臼
を
「
国
≦
は
一
。
σ
Q
費
ρ
器
5
⊆
．
巷
「
だ
れ
か
を
泊
　
　
ま
ら
せ
る
」
と
読
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
伝
統
的
な
読
み
、
匹
。
ヨ
①
「
巳
曽
①
帥
「
場
所
を
あ
け
て
や
る
」
に
通
じ
る
も
　
　
の
が
あ
り
、
し
か
も
状
況
補
語
を
必
要
と
し
な
い
読
み
で
あ
る
。
な
お
、
閃
南
を
の
冨
お
三
臼
①
の
項
目
を
見
る
と
、
〉
獄
冨
「
ρ
器
話
　
　
．
、
「
o
島
①
「
。
7
臼
p
。
＜
。
。
．
－
o
ぎ
、
ド
ζ
｛
野
唱
①
「
ρ
巳
の
曲
二
8
．
．
国
2
凶
o
昌
匹
①
話
。
ゲ
臼
。
7
①
、
、
と
出
る
。
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
も
需
需
7
臼
と
需
3
＝
臼
が
同
　
　
じ
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
て
、
こ
の
あ
た
り
も
ま
た
興
味
を
そ
そ
る
も
の
が
あ
る
。
（
1
1
）
［
コ
ワ
ラ
ン
写
本
〈
．
ジ
響
・
。
占
呂
ピ
窃
ω
§
・
§
°
・
①
弓
。
三
日
弩
・
巳
。
7
①
ω
＼
国
【
°
・
・
6
Φ
ω
ξ
窪
牙
∋
畜
匹
゜
。
量
。
ミ
〉
三
①
三
器
昌
　
　
」
o
コ
ロ
①
三
一
窃
巳
霧
「
ざ
7
窃
＼
ζ
蝕
ω
剛
一
N
。
。
。
3
三
ユ
①
ω
巴
三
①
ω
一
匿
暮
①
「
鐘
つ
き
に
は
ミ
シ
ュ
四
個
を
や
ろ
う
、
／
こ
れ
で
す
く
な
け
り
　
　
ゃ
、
半
ダ
ー
ス
で
ど
う
だ
、
／
大
金
持
ち
だ
っ
て
、
そ
ん
な
に
は
や
ん
な
い
そ
、
／
た
だ
し
、
サ
ン
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
の
だ
」
　
　
　
［
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
］
r
①
の
。
。
o
目
①
霞
ω
碧
δ
三
ρ
轟
電
①
巳
。
7
Φ
。
。
＼
ヨ
虫
ω
①
ω
ω
臼
〇
三
山
⑦
。
。
鉱
三
。
ω
二
。
彗
①
鳶
三
〇
三
ρ
ロ
窪
伍
o
昌
・
　
　
昌
雪
二
①
。
。
豆
ロ
。
。
鼠
。
げ
①
ω
＼
ω
Φ
。
①
2
需
o
ロ
0
2
α
Φ
巨
匙
o
自
虫
昌
①
「
鐘
つ
き
に
は
ミ
シ
ュ
四
個
や
ろ
う
、
／
た
だ
し
だ
、
な
か
に
は
サ
ン
　
　
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
も
あ
る
、
／
大
金
持
ち
が
く
れ
る
や
つ
だ
、
／
こ
れ
で
た
り
な
き
ゃ
、
半
ダ
ー
ス
で
ど
う
だ
」
　
　
　
「
ミ
シ
ュ
」
は
小
型
の
丸
パ
ン
、
「
サ
ン
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
」
は
石
責
め
に
あ
っ
て
殉
教
し
た
聖
人
で
あ
る
。
（
1
2
）
　
「
葡
萄
酒
が
青
臭
い
場
合
に
は
、
籠
一
杯
の
モ
リ
オ
ン
を
、
そ
の
ま
ま
、
栓
の
口
か
ら
樽
の
な
か
に
投
げ
込
む
。
そ
う
す
る
と
味
が
よ
　
　
く
な
る
。
」
（
ピ
①
ζ
曾
①
σ
Q
帥
。
「
α
Φ
勺
①
二
ω
（
文
献
ζ
伽
ど
F
o
°
雪
）
（
1
3
）
「
兜
屋
小
町
長
恨
歌
」
書
き
出
し
の
一
節
の
冒
頭
「
あ
の
男
も
死
ん
で
三
十
年
」
を
、
ア
ル
ス
ナ
ー
ル
写
本
は
「
二
十
年
」
と
書
い
て
一105一
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
い
る
。
お
ま
け
に
O
『
①
里
鵠
こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
資
料
4
）
。
［
資
料
］
3
。
＝
B
ω
ω
①
漆
き
ω
と
、
ロ
ー
マ
数
字
の
表
記
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
、
杜
撰
の
餐
め
は
免
れ
ぬ
と
1
．
（
［
じ
6
①
「
σ
q
①
「
o
口
口
0
2
①
］
）
　
〉
⊆
　
「
2
0
¢
「
窪
o
匹
⊆
「
o
ロ
ユ
ω
0
5
＼
O
⊆
〕
①
《
一
思
I
I
I
ー
一
①
　
唱
「
①
ω
ρ
＝
①
『
＜
冨
＼
ω
①
　
｛
o
＝
⊆
⇒
①
2
ゆ
　
o
。
⊆
「
ヨ
o
《
o
コ
＜
一
Φ
＼
　
U
ロ
σ
Q
一
①
N
I
－
o
＝
①
｛
9
一
一
一
ヨ
①
ω
唱
「
一
ω
O
昌
　
　
昌
ヨ
①
ω
①
ヨ
σ
『
ρ
ロ
①
O
①
「
「
⇔
δ
O
ロ
＼
国
＝
①
ユ
①
二
ω
ρ
げ
一
①
コ
o
ω
需
①
笛
Q
o
q
励
o
仁
く
望
①
＼
》
⊆
「
①
【
O
⊆
「
　
：
・
　
　
ω
①
o
。
《
巨
ロ
D
一
コ
①
①
ω
一
住
①
ユ
①
ω
『
国
団
ω
o
コ
＼
〇
二
①
く
二
①
二
一
①
ρ
⊆
o
伍
ロ
δ
二
一
匹
①
o
o
＜
回
①
＼
「
訂
一
ω
①
⇔
畠
幽
①
ロ
ρ
口
㊦
一
p
ヨ
①
「
⇔
＜
望
Φ
＼
団
ロ
ω
9
齢
『
ω
o
。
‘
匂
。
①
口
　
O
o
自
ユ
　
　
ヨ
O
日
ω
O
口
　
　
〉
ヒ
「
①
一
〇
ロ
「
…
　
（
＜
°
一
》
刈
o
o
軽
1
㊤
句
）
　
　
［
「
羊
詞
い
の
小
唄
」
　
苛
酷
な
牢
獄
か
ら
生
還
し
た
お
れ
に
、
／
そ
こ
で
お
れ
は
あ
や
う
く
命
を
落
と
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
、
／
も
し
も
運
命
　
が
な
に
か
含
む
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
の
な
ら
、
／
運
命
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
判
断
し
て
く
れ
。
　
　
お
れ
は
思
う
の
だ
が
、
道
理
に
照
ら
し
て
、
／
運
命
は
十
分
に
満
足
し
た
は
ず
な
の
だ
、
／
苛
酷
な
牢
獄
か
ら
…
…
　
　
も
し
も
運
命
が
て
ん
か
ち
道
理
に
背
い
て
、
／
お
れ
の
命
が
断
た
れ
る
よ
う
望
む
と
い
う
の
な
ら
、
／
神
よ
、
お
願
い
だ
、
こ
の
奪
わ
れ
た
　
魂
を
、
／
神
の
家
に
置
い
て
や
っ
て
お
く
れ
。
　
苛
酷
な
牢
獄
か
ら
…
…
］
2
．
（
＜
o
「
°
。
2
）
　
因
①
℃
o
N
o
【
①
『
ロ
①
一
ユ
o
昌
口
①
9
D
6
一
一
＼
ω
畔
①
2
6
一
9
D
二
①
℃
①
「
唱
9
＝
o
一
一
〇
＼
〇
三
　
く
〇
二
一
国
口
一
三
讐
ロ
①
①
ω
o
口
①
＝
①
＼
Z
①
ロ
o
。
一
〇
ロ
o
ρ
二
①
ω
　
コ
ロ
ロ
σ
q
げ
「
勉
一
コ
α
①
℃
O
「
〇
二
　
　
　
＝
｛
口
一
「
①
N
O
7
一
①
n
σ
薗
呪
げ
①
ω
o
口
〇
一
一
＼
O
o
3
∋
o
β
ロ
σ
q
口
自
◎
＜
①
齢
o
o
口
『
〇
一
〇
＝
O
①
＝
①
＼
カ
①
ロ
O
N
・
：
　
　
閃
一
σ
q
⊆
o
ロ
「
一
①
一
「
p
δ
⇒
も
自
∋
一
ω
一
①
口
①
×
一
一
＼
国
丹
一
⊆
騨
7
国
U
唱
国
国
口
O
ロ
一
一
9
0
0
0
一
一
Φ
＼
Z
o
コ
o
げ
も
〇
一
国
昌
一
ρ
二
昌
匹
置
一
①
口
四
〇
〇
①
一
一
〇
＼
O
ロ
一
昌
①
o
o
片
℃
Q
o
◎
一
〇
『
∋
①
　
【
「
O
℃
も
り
仁
げ
二
一
　
　
閃
①
O
O
N
・
：
　
（
く
」
“
Q
。
㊤
N
l
P
O
O
ω
）
一106一
9
「ヴィヨン遺言詩」アルスナール写本について（堀越）
　
　
［
永
遠
の
安
息
を
こ
の
者
に
与
え
よ
、
／
主
よ
、
無
尽
の
光
明
を
。
／
こ
の
者
、
か
つ
て
皿
も
鉢
も
、
／
芹
の
新
芽
の
一
本
だ
に
も
所
有
せ
ず
。
　
　
頭
、
髭
、
眉
毛
を
剃
ら
れ
、
／
剃
ら
れ
、
皮
を
剥
か
れ
た
か
ぶ
ら
の
ご
と
し
。
／
永
遠
の
安
息
を
…
　
　
厳
正
、
こ
の
者
を
追
放
に
処
せ
り
、
／
啓
部
に
シ
ャ
ベ
ル
た
た
き
を
与
え
た
り
、
／
こ
の
者
、
上
訴
だ
と
叫
び
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
／
こ
　
の
叫
び
、
こ
す
か
ら
い
も
の
に
あ
ら
ず
。
　
　
永
遠
の
安
息
を
…
…
］
3
．
（
い
国
く
）
　
ζ
o
嵩
冨
℃
嘘
①
＝
①
ユ
①
一
①
「
凶
σ
Q
二
①
ロ
「
＼
O
⊆
瞳
∋
p
o
o
。
ヨ
四
ヨ
ロ
助
゜
。
電
①
゜
。
ω
①
「
⇔
く
凶
o
＼
国
【
口
Φ
ω
弓
⇔
ω
①
ロ
6
0
「
①
餌
ω
ω
o
ロ
く
《
①
＼
の
①
ε
ヨ
〇
二
Φ
コ
゜
。
　
①
口
『
昌
σ
Q
ロ
O
ロ
「
　
　
○
昌
o
ρ
＝
①
゜
・
℃
口
δ
口
①
二
N
｛
o
需
①
＜
一
α
q
g
①
⊆
「
こ
≦
臥
ω
ρ
⊆
⑦
8
．
昌
⊆
く
ω
o
＝
①
＝
o
①
ロ
く
冨
＼
］
≦
o
「
一
…
　
　
U
①
⊆
×
①
。
。
二
〇
コ
ω
2
講
笛
≦
o
口
ω
ρ
ロ
ロ
o
口
①
ロ
「
＼
ω
二
①
雪
∋
o
属
｛
o
『
o
①
①
゜
。
一
ρ
ロ
Φ
匹
o
ω
を
①
＼
＜
9
「
Φ
o
＝
ρ
ロ
①
＜
一
く
Φ
゜
・
四
コ
ω
く
冨
＼
O
o
ヨ
ヨ
o
一
Φ
゜
。
　
《
ヨ
9
｝
一
旭
四
㊦
o
o
　
℃
国
「
　
O
口
Φ
口
噌
　
　
一
≦
〇
二
・
：
（
＜
°
⑩
刈
o
o
I
Q
◎
⑩
）
　
　
［
死
よ
、
わ
た
し
は
お
ま
え
を
訴
え
る
、
お
ま
え
は
厳
し
す
ぎ
る
、
／
お
ま
え
は
わ
が
想
わ
せ
人
を
奪
っ
た
。
／
そ
れ
な
の
に
、
ま
だ
満
足
　
し
な
い
の
か
、
／
こ
う
し
て
わ
た
し
を
悲
嘆
の
う
ち
に
と
ど
め
な
が
ら
。
　
　
爾
来
、
わ
た
し
は
生
き
る
力
を
失
っ
た
。
／
い
っ
た
い
生
前
、
か
の
女
は
お
ま
え
に
な
に
か
悪
さ
を
し
た
の
か
？
／
死
よ
…
…
　
　
わ
た
し
た
ち
は
ふ
た
り
だ
っ
た
が
、
心
は
一
つ
だ
っ
た
。
／
心
が
死
ね
ば
、
わ
た
し
も
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
。
／
そ
う
だ
と
も
、
さ
な
く
ば
生
　
な
き
生
を
生
き
よ
う
、
／
絵
の
よ
う
に
、
み
せ
か
け
だ
け
の
。
　
　
死
よ
：
：
：
］
4
．
［
ヨ
の
゜
0
9
鴇
P
｛
o
ド
這
卜
。
コ
く
誌
゜
。
㎝
I
O
O
］
9
婁
出
∋
皇
o
霧
ω
2
話
三
①
き
ω
＼
国
二
①
「
①
日
鉱
塁
≦
色
：
冨
目
ミ
O
臣
昌
二
。
需
器
①
　
囲
p
⊃
の
の
o
負
◎
ロ
げ
o
コ
8
ヨ
℃
ω
＼
ρ
ロ
①
∋
o
「
①
α
Q
碧
ユ
①
δ
三
①
づ
じ
①
＼
O
¢
①
＝
Φ
ω
三
ω
£
ロ
o
＝
①
血
o
＜
6
ロ
＝
o
＼
国
一
」
o
ヨ
①
＜
o
嘱
ω
断
一
「
o
ω
o
ケ
o
口
α
Q
o
o
　
　
［
ヨ
゜
自
．
〉
「
°
。
①
コ
巴
噂
サ
①
①
ω
］
　
O
「
Φ
2
一
一
ヨ
o
＝
O
舘
ω
①
萸
自
⊃
コ
ω
＼
①
一
〕
Φ
「
Φ
ヨ
p
一
口
ω
≦
①
＝
①
6
『
㊦
旨
ロ
①
＼
O
ロ
〇
三
｝
Φ
℃
Φ
コ
゜
。
①
訂
ω
9
。
⊆
げ
o
昌
　
一
〇
ヨ
℃
°
。
＼
ρ
ロ
①
＝
①
貯
N
ρ
＝
①
＝
o
ユ
o
＜
①
5
ロ
o
＼
Ω
⊆
①
三
ヨ
①
「
Φ
o
Q
p
D
「
匹
Φ
δ
三
①
昌
二
Φ
＼
虫
一
Φ
ヨ
o
＜
o
《
°
励
一
需
o
°
o
o
7
笛
コ
σ
Q
㊦
㊦
5
．
［
ヨ
ω
゜
0
9
ω
ぎ
獄
。
＝
お
く
－
窓
骨
一
く
」
“
①
＝
占
①
］
℃
三
ω
o
里
×
器
｛
。
。
搾
虫
日
①
『
自
。
諄
暮
α
q
α
q
δ
N
℃
2
＼
コ
畠
①
三
蒙
ρ
旨
く
①
鵠
ヨ
2
×
　
①
ω
o
膣
◎
「
σ
9
＼
閃
冨
三
　
ヨ
p
°
。
°
。
一
皿
　
゜
。
o
コ
O
o
冒
σ
q
°
り
＝
「
ヨ
o
ロ
゜
。
o
ヨ
∋
2
＼
O
o
α
q
o
ヨ
①
黛
一
①
一
ヨ
①
臨
①
艮
一
〇
冨
日
げ
〇
一
＼
↓
o
β
ω
α
①
‘
×
博
「
①
゜
。
一107一
（
翻
曝
）
》
3
0
思
粁
酔
ミ
ー
下
区
ミ
ト
「
詫
馳
鯉
N
m
マ
も
」
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　　　［ms．　Arsenal，　p．704］　Puis　paix　se　fait　et　me　fait　ung　groz　pet／plus　enflambe　qun　velimeux　chabot／riant
　massiet　son　poing　sur　mon　sommet／go　go　me　dit　et　fiert　sur　le　jabot／tous　deux　yvres　dormans　comme　ung　sabot
　／et　au　resveil　・－
o’ mms．　Coislin，　foL　151v－152r；v．1，996－2，023コ　Icy　se　clost　le　testament／Et　finit　du　povre　villon／Venez　a　son
　enterrement／Ωuant　vous　orez　le　carrillon／Vestuz　rouge　com　vermeillon／Car　en　amour　mourut　transir／Se　jura　il
　sur　son　coullon／Ωuant　de　ce　monde　voult　partir
　　　Et　je　croy　bien　que　pas　nen　ment／Car　chassie　fut　comme　ung　soullon／De　ses　amours　h孕yneusement／Tant　que
　dicy　a　roussillon／Brosse　ny　a　ne　brossillon／Ωuil　neust　se　dit　il　sans　mentir／Ung　lambeau　de　son　cotillon／Ωuant
　de　ce　monde　voult　partir
　　　Il　est　ainsi　et　tellement　／　guant　mourut　navoit　qun　haillon／Ωui　plus　en　mourant　mallement／Lespoignoit
　damours　Iesguillon／Plus　agu　que　le　ranguillon／Dun　baudrier　lui　faisoit　sentir／Cest　de　quoy　nous　esmerveillon／
　Quant　de　ce　monde　voult　partir
　　　Prince　gent　comme　esmerillon／Sachiez　quil　fist　au　departir／Ung　traict　but　de　vin　morillon／Ωuant　de　ce
　monde　voult　partir
　　　［ms．　Arsenal，　p．717－18］　Icy　conclut　le　testament／et　finist　du　povre　villon　f　venez　a　son　enterrement／quant
v・us・rez　le　ca・rill・n／t・・z　revest・・d・v・・m・ill・n／ca・en・m・u・s　m・u・ut　m・・ti・／ce　j・・a　il　su・s・n・・il1・n／
　quant　de　ce　monde　voult　partir
　　　Item　je　croy　que　paS　ne　ment／quant　mourut　navOit　qun　SoullOn／qui　pluS　en　mourant　mallement／lespoignOit
　damours　lesguillon／plus　agu　que　le　ranguillon／dun　bauldrier　daussi　le　sentir／cest　de　quoy　nous　esmerveillon
　quant　de　ce　monde
　　　Il　est　ainsi　et　tellement／que　chassie　fut　comme　ung　haillon／de　ses　amours　hayneusement／tanque　dicy　a　rous・
　sillon／rosse　ny　a　ne　roussillon／qui　neust　ce　dit　il　sans　mentir／ung　lambeau　de　son　cotillon／quant　de　ce　monde
◎0
X
etc
　　Prince　gent　comme
monde　voult　partir
esmerillon／saichiez　quil　but　au　departir／ung　traict　de　bon　vin　morillon　f　quant　de　ce
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［以荏1翻］
ms．　A－Paris，　Bibliothさque　de　1’Arsenal，　ms．3，523
ms．C－Paris，　Bibliothさque　nationale，　ms．　fr．20，041
ms．　F－Stockholm，　Kungl．　Biblioteket，　Fransyska　Handskrifterna，　Stephens　L皿（Vu．22）
ms．R－Berlin，　Staatsmuseum　Dahlem，　Kupfers重ichkabinet，78B17
Phc．　F．－Le　petit　et　le　grant　testament　de　Frangois　Villon；Les　cinq　ballades　en　jargon　et　des　po6sies　du　cercle　de
　　　　　　　　Villon，　etc；Reproduction　fac・simile　du　manuscrit　de　Stockholm，　avec　une　introduction　de　Marcel
　　　　　　　　Schwob；Paris，　Honor6　Champion，1905；Slatkine　Reprints，1977
Phc．C－Deux　manuscrits　de　Frangois　Villon（Biblioth6que　Nationale，　fonds　frangsais　1，661　et　20，041）；Reproduits
　　　　　　　　en　phototypie　avec　une　notice　sur　les　manuscrits　du　po6te　par　A．Jeanroy　et　E．　Droz；Paris，1932；Slatkine
　　　　　　　　Repr重nts，1977
Phc．J－Le　Jardin　de　Plaisance；anthologie　po6tique　publi6e　par　Antoine　V6rard　vers　1501；publi6　en　fac－simile
　　　　　　　　par　E．　Droz　et　A．　Piaget：Le　Jardin　de　Plaisance　et　Fleur　de　rh6torique；Paris，1910
Phc．　R－Die　Liederhandschrift　des　Cardinals　de　Rohan，　nach　der　Berliner　HS　Hamilton　674；hsg．　von　Martin
　　　　　　　　L6pelmann；G6ttingen，1923
B　　－Burger，　Andr6：Lexique　complet　de　la　langue　de　Villon；2e　6dition；Genさve，　Librairie　Droz，1974
Ch　　－Les　Oeuvres　de　maistre　Alain　Chartier，　clerc，　notaire　et　secretaire　des　roys　Charles　V［et　VH，　contenans
　　　　　　　　rHistoire　de　son　temps，1’Esperance，1e　Curial，　leΩuadrilogue　et　autres　pi6ces；toutes　nouvellement
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　　reveues，　corrig6es　et　beaucoup　auguement6es　sur　les　exemplaires　escrits　a　la　main，　par　Andr6　du　Chesne
　　Tourangean；aParis，　M　DC　XVII
－Le　grant　testament　villon　et　le　petit．　Son　codicille．　Le　jargon　et　ses　balades（le　colophon：Cy　finist　le　grant
　　testament　maistre　francois　villon．　Son　codicille　ses　ballades　et　jargo　Et　le　petit　testament．　Imprime　a　paris
　　Lan　mil　cccc　quatre　vings　et　neuf．）
一　Villon，　Oeuvres；textes　et　traduction　pr壱sent6s　par　Andr6　Lanly；Paris，　Honore　Champion，1991（nouvelle
　　ξdition　de　la　vieille　de　1969“FranCois　Vnlon，　Oeuvres，　traduction　en　frangais　moderne　accompagn6e　de
　　notes　explicatives　par　A，　Lanly，　en　2　vols”）
－Frangois　Villon：Oeuvres，6dit壱es　par　Auguste　Longnon，　quatriさme　edition　revue　par　Lucien　Foulet；
　　Librairie　HQnQr6　Champion，1932；nouveau　tirage　suivi　de　notes　sur　le　texte　par　A．　Lanly，1982
－Oeuvres　compl6tes　de　Frangois　Villon，　publi6es　d’aprさs　les　manuscrits　et　les　plus　anciennes　6ditions　par
　　Auguste　Longnon，　Membre　d’lnstitut；Paris，　Alphonse　Lemerre，　Editeur，　M　DCCC　XCII
－Les　Oevvres　de　Frangois　Villon　de　Paris，　reueues＆remises　en　leur　entier　par　Clement　Marot　valet　de
　　chambre　du　Roy．　Distique　du　dict　Marot：Peu　de　Villons　en　bon　sauoir／Trop　de　Villons　pour　deceuoir．
　　On　les　vend　a　Paris　en　la　grand　salle　du　palais，　en　la　bouticque　de　Galiot　du　Pre（au　coin　bas・droit　de
　　la　couverture，　on　voit　1533”）
－RQndeaux　et　autres　po6sies　du　XVe　si6cle，　publi6s　d’aprさs　le　manuscrit　de　la　B．　N．，par　Gaston　Raynaud；
　　Paris，　Librairie　de　Firmin　Didot，1889
－Le　Testament　Vil且on，6ditξ　par　Jean　Rychner　et　Albert　Henry；ITexte，　H　Commentaire；Gen6ve，
　　Librairie　Droz，1974（Collection　Textes　litt6raires　frangais，207－8）
－Rychner，　J．“Observations　sur　les　textes　incunables　du　Testament　de　Villon”dans　Etudes　de　langue　et　de
　　htterature　du　Moyen　Age　offertes　a　F61ix　Lecoy，　Paris，1973
－　Frangois　Villon　Oeuvres，　edition　crtique　avec　notices　et　glossaire　par　Louis　Thuasne；t．　I　Introduction
O
コ
et　texte，　ll　Commentaire　et　notes，　m　Commentaire　et　notes；Paris，1923；Slatkine　Reprints，1967
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一Walther　von　Wartburg：Franz6siches　Etymologisches　W6rterbuch
－Godefroy：Dictionnaire　de　rancienne　langue　frangaise
－Huguet，　Edmond：Dictionnaire　de　la　Iangue　franGaise　du　seiziさme　siさcle
－Tobler　et　Lommatzsch：Altfranz6sisches　W6rterbuch
（叡魯誕薄鰹）
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